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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　接続機器の電極端子に接続される接続端子を有する端子部とを備え、
　前記筐体には長さ方向が前記接続端子と前記電極端子の接続方向に一致され前記接続機
器の種類を識別する識別機能を有する二つの機能溝が形成され、
　前記機能溝は長さが異なる複数の機能部が前記接続方向と直交する方向に連続して形成
され、
　前記二つの機能溝が幅方向において前記端子部の両側に形成された
　バッテリー。
【請求項２】
　前記機能部として第１の機能部と第２の機能部が形成された
　請求項１に記載のバッテリー。
【請求項３】
　前記複数の機能部が幅方向に連続して形成された
　請求項１に記載のバッテリー。
【請求項４】
　前記複数の機能部は長さが短い順に幅が小さくされた
　請求項３に記載のバッテリー。
【請求項５】
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　前記複数の機能部が深さ方向に連続して形成された
　請求項１に記載のバッテリー。
【請求項６】
　前記複数の機能部は長さが短い順に深さが小さくされた
　請求項５に記載のバッテリー。
【請求項７】
　前記筐体は、長さ方向において反対側に位置された前面及び後面と、長さ方向に直交す
る高さ方向において前記前面と前記後面の間に位置された天面及び底面とを有し、
　前記筐体に少なくとも前記前面に開口された配置凹部が形成され、
　前記端子部として前記配置凹部に配置されたコネクターが設けられ、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記配置凹部を形成する
面のうち最も前記天面側に位置する面より前記底面側に位置された
　請求項１に記載のバッテリー。
【請求項８】
　前記筐体は高さ方向において反対側に位置された天面及び底面を有し、
　前記筐体に前記接続端子が配置される端子配置溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記端子配置溝を形成す
る面のうち最も前記天面側に位置する面より前記底面側に位置された
　請求項１に記載のバッテリー。
【請求項９】
　前記筐体は、幅方向において反対側に位置された二つの側面と、幅方向に直交する高さ
方向において前記二つの側面の間に位置された天面及び底面とを有し、
　前記筐体には前記側面に連続された段差面と前記底面に連続された溝形成面とによって
切欠が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記段差面より前記底面
側に位置された
　請求項１に記載のバッテリー。
【請求項１０】
　前記筐体には前記溝形成面に開口された被ガイド溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記被ガイド溝の最も前
記天面側に位置する端縁より前記底面側に位置された
　請求項９に記載のバッテリー。
【請求項１１】
　前記筐体には前記溝形成面に開口された被ガイド溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記被ガイド溝の最も前
記底面側に位置する端縁より前記天面側に位置された
　請求項９に記載のバッテリー。
【請求項１２】
　前記筐体は長さ方向において反対側に位置された前面及び後面を有し、
　前記筐体に少なくとも前記前面に開口された配置凹部が形成され、
　前記端子部として前記配置凹部に配置されたコネクターが設けられ、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記配置凹部を形成する
面のうち最も前記後面側に位置する面より前記前面側に位置された
　請求項１に記載のバッテリー。
【請求項１３】
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記コネクターのうち最
も前記前面側に位置する面より前記後面側に位置された
　請求項１２に記載のバッテリー。
【請求項１４】
　前記筐体は長さ方向において反対側に位置された前面及び後面を有し、
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　前記筐体に前記接続端子が配置される端子配置溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記端子配置溝を形成す
る面のうち最も前記後面側に位置する面より前記前面側に位置された
　請求項１に記載のバッテリー。
【請求項１５】
　前記筐体は、長さ方向において反対側に位置された前面及び後面と、長さ方向に直交す
る幅方向において前記前面と前記後面の間に位置された二つの側面と、長さ方向及び幅方
向にともに直交する高さ方向において前記前面と前記後面の間及び前記二つの側面の間に
位置された天面及び底面とを有し、
　前記筐体には前記側面に連続された段差面と前記底面に連続された溝形成面とによって
切欠が形成され、
　前記筐体には前記溝形成面と前記前面に開口された被ガイド溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記被ガイド溝のうち最
も前記後面側に位置する面より前記前面側に位置された
　請求項１に記載のバッテリー。
【請求項１６】
　前記筐体は、長さ方向に直交する幅方向において前面と後面の間に位置された二つの側
面と、長さ方向及び幅方向にともに直交する高さ方向において前記前面と前記後面の間及
び前記二つの側面の間に位置された天面及び底面とを有し、
　前記第１の機能部と前記第２の機能部が幅方向に連続して形成されると共に前記第１の
機能部が前記第２の機能部より幅方向における中央側に位置され、
　幅方向において前記第２の機能部における前記第１の機能部に連続する面が前記第１の
機能部とは反対側に位置する前記側面に近付くに従って前記底面側に変位する傾斜面に形
成された
　請求項２に記載のバッテリー。
【請求項１７】
　筐体と電極端子に接続される接続端子を有する端子部とを備えたバッテリーが着脱可能
とされ、
　前記バッテリーにおいて、前記筐体には長さ方向が前記接続端子と前記電極端子の接続
方向に一致され接続機器の種類を識別する識別機能を有する二つの機能溝が形成され、前
記機能溝は長さが異なる複数の機能部が前記接続方向と直交する方向に連続して形成され
、前記二つの機能溝が幅方向において前記端子部の両側に形成された
　接続機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は内部にセルが収容された筐体に機能溝が形成されたバッテリー及びこのバッテ
リーが接続される接続機器についての技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スチルカメラやビデオカメラ等の撮像装置を含む各種の電子機器には、バッテリーの電
力によって動作可能にされたものがある。バッテリーは、例えば、充電器に装着されて充
電され、充電された状態で電子機器のバッテリー装着部に装着される。これらの充電器や
電子機器はバッテリーに接続されるため接続機器として機能する。
【０００３】
　上記のようなバッテリーには接続端子を有するコネクターが設けられており、接続端子
に充電器の電極端子やバッテリー装着部に設けられた電極端子が接続されてバッテリーに
対する充電又はバッテリーからの電子機器への電力の供給が行われる（例えば、特許文献
１参照）。
【０００４】
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　特許文献１に記載されたバッテリーにあっては、略直方体状の筐体と筐体の内部に収容
されたセルとセルに電気的に接続されたコネクターとを有し、筐体の下端部に所定の機能
を有する機能溝として識別溝（判別用凹部）が形成されている。
【０００５】
　バッテリーは充電器等の接続機器に対してスライドされて装着されることによりコネク
ターと電極端子が接続される。バッテリーが接続機器に装着されるときには、識別溝に接
続機器に設けられた識別用突部が挿入可能にされており、識別溝への識別用突部の挿入状
態に基づいてバッテリーの種類が識別される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－９２５１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、バッテリーは充電器やバッテリー装着部に装着されて用いられるため、サイ
ズが大きいと、その分、充電器や電子機器等の接続機器も大型になってしまう。また、バ
ッテリーは携帯される場合も多く、サイズが大きい場合には携帯性の低下を来たすと共に
取り扱いが不便になってしまうおそれもある。
【０００８】
　一方、複数の指標（識別用突部）に基づいてバッテリーの種類等を識別する場合には、
識別性の向上を図ることが可能であるが指標の数に応じた数の識別溝が必要になり、識別
溝の数が増えるに応じて筐体における識別溝の占有面積が大きくなってバッテリーが大型
化してしまう。
【０００９】
　そこで、本技術は、上記した問題点を克服し、高い機能性を確保した上で小型化を図る
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１に、本技術に係るバッテリーは、筐体と、接続機器の電極端子に接続される接続端
子を有する端子部とを備え、前記筐体には長さ方向が前記接続端子と前記電極端子の接続
方向に一致され前記接続機器の種類を識別する識別機能を有する二つの機能溝が形成され
、前記機能溝は長さが異なる複数の機能部が前記接続方向と直交する方向に連続して形成
され、前記二つの機能溝が幅方向において前記端子部の両側に形成されたものである。
【００１１】
　これにより、長さが異なる複数の機能部の間に機能部を仕切る部分が存在しない。また
、両方の機能溝を用いて接続機器の識別を行うことが可能になる。さらに、機能溝によっ
て接続機器の種類が識別される。
【００１２】
　第２に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記機能部として第１の機能部
と第２の機能部が形成されることが望ましい。
【００１３】
　これにより、機能溝の機能部が連続する方向における大きさが第１の機能部と第２の機
能部を合計した大きさになる。
【００１４】
　第３に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記複数の機能部が幅方向に連
続して形成されることが望ましい。
【００１５】
　これにより、機能溝の幅方向における大きさが複数の機能部を合計した大きさになる。
【００１６】
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　第４に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記複数の機能部は長さが短い
順に幅が小さくされることが望ましい。
【００１７】
　これにより、機能溝の幅方向における大きさが同一の幅の機能部が形成された場合の合
計の幅より小さくなる。
【００１８】
　第５に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記複数の機能部が深さ方向に
連続して形成されることが望ましい。
【００１９】
　これにより、機能溝の深さ方向における大きさが複数の機能部を合計した大きさになる
。
【００２０】
　第６に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記複数の機能部は長さが短い
順に深さが小さくされることが望ましい。
【００２１】
　これにより、機能溝の深さ方向における大きさが同一の深さの機能部が形成された場合
の合計の深さより小さくなる。
【００２４】
　第７に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記筐体は、長さ方向において
反対側に位置された前面及び後面と、長さ方向に直交する高さ方向において前記前面と前
記後面の間に位置された天面及び底面とを有し、前記筐体に少なくとも前記前面に開口さ
れた配置凹部が形成され、前記端子部として前記配置凹部に配置されたコネクターが設け
られ、前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記配置凹部を形成
する面のうち最も前記天面側に位置する面より前記底面側に位置されることが望ましい。
【００２５】
　これにより、配置凹部を形成する面のうち最も天面側に位置する面より底面側に機能溝
を形成する面のうち最も天面側に位置する面が位置される。
【００２６】
　第８に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記筐体は高さ方向において反
対側に位置された天面及び底面を有し、前記筐体に前記接続端子が配置される端子配置溝
が形成され、前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記端子配置
溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面より前記底面側に位置されることが望
ましい。
【００２７】
　これにより、端子配置溝を形成する面のうち最も天面側に位置する面より底面側に機能
溝を形成する面のうち最も天面側に位置する面が位置される。
【００２８】
　第９に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記筐体は、幅方向において反
対側に位置された二つの側面と、幅方向に直交する高さ方向において前記二つの側面の間
に位置された天面及び底面とを有し、前記筐体には前記側面に連続された段差面と前記底
面に連続された溝形成面とによって切欠が形成され、前記機能溝を形成する面のうち最も
前記天面側に位置する面が前記段差面より前記底面側に位置されることが望ましい。
【００２９】
　これにより、段差面より底面側に機能溝を形成する面のうち最も天面側に位置する面が
位置される。
【００３０】
　第１０に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記筐体には前記溝形成面に
開口された被ガイド溝が形成され、前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置
する面が前記被ガイド溝の最も天面側に位置する端縁より前記底面側に位置されることが
望ましい。
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【００３１】
　これにより、被ガイド溝の最も天面側に位置する端縁より底面側に機能溝を形成する面
のうち最も天面側に位置する面が位置される。
【００３２】
　第１１に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記筐体には前記溝形成面に
開口された被ガイド溝が形成され、前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置
する面が前記被ガイド溝の最も底面側に位置する端縁より前記天面側に位置されることが
望ましい。
【００３３】
　これにより、被ガイド溝の最も底面側に位置する端縁より天面側に機能溝を形成する面
のうち最も天面側に位置する面が位置される。
【００３４】
　第１２に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記筐体は長さ方向において
反対側に位置された前面及び後面を有し、前記筐体に少なくとも前記前面に開口された配
置凹部が形成され、前記端子部として前記配置凹部に配置されたコネクターが設けられ、
前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記配置凹部を形成する面
のうち最も前記後面側に位置する面より前記前面側に位置されることが望ましい。
【００３５】
　これにより、配置凹部を形成する面のうち最も後面側に位置する面より前面側に機能溝
を形成する面のうち最も後面側に位置する面が位置される。
【００３６】
　第１３に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記機能溝を形成する面のう
ち最も前記後面側に位置する面が前記コネクターのうち最も前記前面側に位置する面より
前記後面側に位置されることが望ましい。
【００３７】
　これにより、コネクターのうち最も前面側に位置する面より後面側に機能溝を形成する
面のうち最も後面側に位置する面が位置される。
【００３８】
　第１４に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記筐体は長さ方向において
反対側に位置された前面及び後面を有し、前記筐体に前記接続端子が配置される端子配置
溝が形成され、前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記端子配
置溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面より前記前面側に位置されることが
望ましい。
【００３９】
　これにより、端子配置溝を形成する面のうち最も後面側に位置する面より前面側に機能
溝を形成する面のうち最も後面側に位置する面が位置される。
【００４０】
　第１５に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記筐体は、長さ方向におい
て反対側に位置された前面及び後面と、長さ方向に直交する幅方向において前記前面と前
記後面の間に位置された二つの側面と、長さ方向及び幅方向にともに直交する高さ方向に
おいて前記前面と前記後面の間及び前記二つの側面の間に位置された天面及び底面とを有
し、前記筐体には前記側面に連続された段差面と前記底面に連続された溝形成面とによっ
て切欠が形成され、前記筐体には前記溝形成面と前記前面に開口された被ガイド溝が形成
され、前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記被ガイド溝のう
ち最も前記後面側に位置する面より前記前面側に位置されることが望ましい。
【００４１】
　これにより、被ガイド溝のうち最も後面側に位置する面より前面側に機能溝を形成する
面のうち最も後面側に位置する面が位置される。
【００４２】
　第１６に、上記した本技術に係るバッテリーにおいては、前記筐体は、長さ方向に直交
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する幅方向において前記前面と前記後面の間に位置された二つの側面と、長さ方向及び幅
方向にともに直交する高さ方向において前記前面と前記後面の間及び前記二つの側面の間
に位置された天面及び底面とを有し、前記第１の機能部と前記第２の機能部が幅方向に連
続して形成されると共に前記第１の機能部が前記第２の機能部より幅方向における中央側
に位置され、幅方向において前記第２の機能部における前記第１の機能部に連続する面が
前記第１の機能部とは反対側に位置する前記側面に近付くに従って前記底面側に変位する
傾斜面に形成されることが望ましい。
【００４３】
　これにより、筐体における傾斜面と側面の間の部分の幅が大きくなる。
【００４６】
　第１７に、本技術に係る接続機器は、筐体と電極端子に接続される接続端子を有する端
子部とを備えたバッテリーが着脱可能とされ、前記バッテリーにおいて、前記筐体には長
さ方向が前記接続端子と前記電極端子の接続方向に一致され接続機器の種類を識別する識
別機能を有する二つの機能溝が形成され、前記機能溝は長さが異なる複数の機能部が前記
接続方向と直交する方向に連続して形成され、前記二つの機能溝が幅方向において前記端
子部の両側に形成されたものである。
【００４７】
　これにより、長さが異なる複数の機能部の間に機能部を仕切る部分が存在せず、両方の
機能溝を用いて接続機器の識別を行うことが可能であり、機能溝によって接続機器の種類
が識別されるバッテリーが着脱される。
【発明の効果】
【００４８】
　本技術によれば、長さが異なる複数の機能部の間に機能部を仕切る部分が存在しないた
め、機能溝の機能部が連続する方向における大きさが複数の機能部を合計した大きさにな
り、高い機能性を確保した上で小型化を図ることができる。
【００４９】
　尚、本明細書に記載された効果はあくまでも例示であって限定されるものではなく、他
の効果があってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】図２乃至図１０２と共に本技術バッテリー及び接続機器の実施の形態を示すもの
であり、本図は、バッテリーを示す分解斜視図である。
【図２】バッテリーの斜視図である。
【図３】バッテリーの底面図である。
【図４】バッテリーの正面図である。
【図５】バッテリーの背面図である。
【図６】バッテリーの側面図である。
【図７】バッテリーにおける収容ケースとコネクターを示す分解斜視図である。
【図８】ガイド溝の構成が異なるバッテリーの斜視図である。
【図９】ガイド溝の構成が異なるバッテリーの側面図である。
【図１０】ガイド溝の構成が異なる別のバッテリーの側面図である。
【図１１】ガイド溝の構成が異なるバッテリーの斜視図である。
【図１２】ガイド溝の構成が異なる別のバッテリーの斜視図である。
【図１３】ガイド溝の構成が異なるまた別のバッテリーの斜視図である。
【図１４】配置凹部の構成が異なるバッテリーの正面図である。
【図１５】配置凹部の構成が異なる別のバッテリーの底面図である。
【図１６】配置凹部の構成が異なる別のバッテリーの正面図である。
【図１７】配置凹部の構成が異なるまた別のバッテリーの底面図である。
【図１８】配置凹部の構成が異なるまた別のバッテリーの正面図である。
【図１９】撮像装置の斜視図である。
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【図２０】撮像装置において装着用空間が開放された状態を示す斜視図である。
【図２１】バッテリー装着部の内部構造を示す斜視図である。
【図２２】バッテリーがバッテリー装着部の装着用空間に挿入されている状態を示す底面
図である。
【図２３】バッテリーがバッテリー装着部に装着された状態を示す断面図である。
【図２４】バッテリーの後端部に被押さえ凹部が形成され、バッテリーが押さえレバーに
押さえられた状態を示す斜視図である。
【図２５】充電器の斜視図である。
【図２６】充電器の平面図である。
【図２７】充電器の側面図である。
【図２８】充電器のガイド係合部等を示す拡大斜視図である。
【図２９】充電器の装着用凹部にバッテリーが挿入された状態を示す断面図である。
【図３０】充電器のバッテリー装着部にバッテリーが装着された状態を示す断面図である
。
【図３１】充電器のバッテリー装着部にバッテリーが装着された状態を示す断面図である
。
【図３２】バッテリーが充電器に装着されるときに端子接続部に案内されている状態を示
す概念図である。
【図３３】バッテリーが充電器に装着され端子接続部とコネクターが接続された状態を示
す概念図である。
【図３４】コネクターが底面より上方に位置された例を示す斜視図である。
【図３５】コネクターが前面より後方かつ底面より上方に位置された例を示す斜視図であ
る。
【図３６】凹部形成面における壁部の一方が傾斜された例を示す底面図である。
【図３７】凹部形成面における一対の壁部と中間部が傾斜された例を示す斜視図である。
【図３８】バッテリーと共に充電器の別の例を示す斜視図である。
【図３９】バッテリーと共に充電器のまた別の例を示す斜視図である。
【図４０】充電器のまた別の例においてバッテリーが充電器に保持された状態を示す斜視
図である。
【図４１】三つの係合凹部が形成されたバッテリーの例を示す斜視図である。
【図４２】係合凹部が最も前側の被ガイド溝に開口されて形成されたバッテリーの例を示
す側面図である。
【図４３】係合凹部が最も後側の被ガイド溝に開口されて形成されたバッテリーの例を示
す側面図である。
【図４４】係合凹部が後端部における下端部に形成されたバッテリーの例を示す斜視図で
ある。
【図４５】バッテリーの前端部を示す拡大底面図である。
【図４６】識別溝の寸法等を示す概念図である。
【図４７】識別溝の別の形状の例を示す概念図である。
【図４８】大容量タイプのバッテリーにおける識別溝等を示す底面図である。
【図４９】小容量タイプのバッテリーにおける識別溝等を示す底面図である。
【図５０】小電力カメラにおけるバッテリー装着部の構成を示す斜視図である。
【図５１】中電力カメラにおけるバッテリー装着部の構成を示す斜視図である。
【図５２】大電力カメラにおけるバッテリー装着部の構成を示す斜視図である。
【図５３】充電器におけるバッテリー装着部の構成を示す斜視図である。
【図５４】識別溝の識別性を説明するための図である。
【図５５】識別溝の第２の部分が別の形状に形成された例を示す拡大正面図である。
【図５６】第１の部分と第２の部分が上下方向において連続して形成された識別溝の例を
示す拡大斜視図である。
【図５７】凹部形成面における壁部の別の形状を示す斜視図である。
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【図５８】凹部形成面における壁部の別の形状を示す底面図である。
【図５９】位置決め溝が筐体に形成されたバッテリーの例を示す斜視図である。
【図６０】端子配置溝と位置決め溝が筐体に形成されたバッテリーの例を示す斜視図であ
る。
【図６１】端子配置溝と位置決め溝が筐体に形成されたバッテリーの別の例を示す斜視図
である。
【図６２】別の充電器と給電器等を示す斜視図である。
【図６３】給電器の斜視図である。
【図６４】給電器を図６３とは異なる方向から見た状態で示す斜視図である。
【図６５】給電器の平面図である。
【図６６】給電器の底面図である。
【図６７】給電器の正面図である。
【図６８】給電器の背面図である。
【図６９】給電器と給電器が装着される撮像装置とを示す斜視図である。
【図７０】アダプターの斜視図である。
【図７１】アダプターを図７０とは異なる方向から見た状態で示す斜視図である。
【図７２】アダプターを図７１とは異なる方向から見た状態で示す斜視図である。
【図７３】アダプターを図７２とは異なる方向から見た状態で示す斜視図である。
【図７４】アダプターの底面図である。
【図７５】アダプターの正面図である。
【図７６】アダプターの背面図である。
【図７７】アダプターの側面図である。
【図７８】アダプターの内部構造を示す斜視図である。
【図７９】アダプターの内部構造を図７８とは異なる方向から見た状態で示す斜視図であ
る。
【図８０】アダプターとアダプターに装着される給電器とを示す斜視図である。
【図８１】アダプターと給電器の大きさを示す背面図である。
【図８２】給電器がアダプターに挿入されている途中の状態を示す概念図である。
【図８３】給電器がアダプターに挿入されて装着された状態を示す概念図である。
【図８４】給電器がアダプターに装着された状態を示す斜視図である。
【図８５】給電器が装着されたアダプターとアダプターが装着される撮像装置とを示す斜
視図である。
【図８６】別のバッテリーの斜視図である。
【図８７】別のバッテリーの正面図である。
【図８８】別のバッテリーの平面図である。
【図８９】別のアダプターの斜視図である。
【図９０】別のアダプターを図８９とは異なる方向から見た状態で示す斜視図である。
【図９１】別のアダプターの平面図である。
【図９２】別のアダプターの側面図である。
【図９３】別のアダプターの正面図である。
【図９４】別のアダプターの底面図である。
【図９５】別のアダプターの背面図である。
【図９６】別のアダプターにおける収容ケースとコネクターを示す分解斜視図である。
【図９７】別のアダプターにおいて中継用コネクターと接続用コネクターがフレキシブル
プリント配線板によって接続されている状態を示す斜視図である。
【図９８】別のバッテリーが装着された別のアダプターと別のアダプターが装着される撮
像装置とを示す斜視図である。
【図９９】アダプターと別のバッテリーの大きさを示す背面図である。
【図１００】別のアダプターにおいて被ガイド溝の大きさが大きくされた例を示す背面図
である。
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【図１０１】別のアダプターにおいてコンデンサーが配置された例を示す斜視図である。
【図１０２】バッテリー等の充電器や撮像装置等への装着の可否についての纏めを説明す
る図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　以下に、本技術バッテリー及び接続機器を実施するための形態を添付図面を参照して説
明する。
【００５２】
　バッテリーは略直方体状に形成され、以下の説明にあっては、外面をそれぞれ天面（上
面）と底面（下面）と側面（左右両側面）と前面と後面とし、前後上下左右の方向を示す
ものとする。天面（上面）と底面（下面）のある天面側（上面側）と底面側（下面側）を
結ぶ上下方向を高さ方向、左右両側面のある左側面側と右側面側を結ぶ左右方向を幅方向
、前面と後面のある前面側と後面側を結ぶ前後方向を長さ方向ともする。また、天面を含
む上端側の部分は天側部とされ、底面を含む下端側の部分は底側部とされ、側面を含む左
右両端側の部分は側部（左側部、右側部）とされ、前面を含む前端側の部分は前側部とさ
れ、後面を含む後端側の部分は後側部とされている。さらに、天側部、底側部、側部、前
側部及び後側部の各外面は平面に限らず、少なくとも一部が曲面に形成されていてもよい
。
【００５３】
　また、以下にはバッテリーが接続される接続機器の例として撮像装置であるスチルカメ
ラを示し、スチルカメラの説明にあっては、スチルカメラの撮影時において撮影者から見
た方向で前後上下左右の方向を示すものとする。従って、物体側が前方になり、像面側が
後方になる。
【００５４】
　さらに、以下にはバッテリーが接続される接続機器の別の例として充電器も示し、充電
器の説明にあっては、充電器が机やテーブル等の基台に載置された状態において前後上下
左右の方向を示すものとする。充電器にはバッテリーが挿入される挿入凹部が形成されて
おり、充電器においては、バッテリーが挿入される方向を下方としバッテリーがスライド
されて装着される方向を前方として前後上下左右の方向を示すものとする。
【００５５】
　尚、以下に示す前後上下左右の方向は説明の便宜上のものであり、本技術の実施に関し
ては、これらの方向に限定されることはない。
【００５６】
　＜バッテリーの構成＞
　先ず、バッテリー１の構成について説明する（図１乃至図７参照）。
【００５７】
　バッテリー１は筐体２の内外に所要の各部が配置されて構成されている。
【００５８】
　筐体２は略直方体状に形成され、ケースカバー（上ケース）３と収容ケース（下ケース
）４が上下で結合されて成る。ケースカバー３は下方に開口された箱状に形成されている
（図１乃至図６参照）。収容ケース４は上方に開口された箱状に形成されている。ケース
カバー３と収容ケース４が上下で結合されて筐体２が構成された状態において、筐体２の
内部空間が収容空間として形成される。
【００５９】
　筐体２の収容空間にはセパレーター５とセル６、６と接続板金７、８、８と回路基板９
が配置されている（図１参照）。セパレーター５は収容ケース４に取り付けられている。
セル６、６はセパレーター５によって左右に仕切られた状態で配置されている。接続板金
７はセル６、６の一方の端子に接続され、下端部が回路基板９の下面に形成された図示し
ない電極端子に接続されている。接続板金８、８はセル６、６の他方の端子にそれぞれ接
続され、下端部がそれぞれ回路基板９の下面に形成された図示しない電極端子に接続され
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ている。回路基板９は収容ケース４に取り付けられ、一部を除いてセパレーター５に上方
から覆われた状態にされている。
【００６０】
　筐体２は外面１０が天面１１と底面１２と側面１３、１３と前面１４と後面１５を有し
、前後方向（長さ方向）の大きさが左右方向（幅方向）の大きさより大きくされ、左右方
向（幅方向）の大きさが上下方向（高さ方向）の大きさより大きくさている（図１乃至図
６参照）。筐体２には天面１１と側面１３、１３の間にそれぞれ斜面１６、１６が形成さ
れている。斜面１６、１６は天面１１から側面１３、１３に近付くに従って下方に変位さ
れている。
【００６１】
　天面１１と底面１２と側面１３、１３と前面１４と後面１５と斜面１６、１６は何れも
外装面１７、１７、・・・として形成されている。
【００６２】
　筐体２の下端部における左右両側部にはそれぞれ切欠２ａ、２ａが形成されている。切
欠２ａは側方（左方又は右方）、下方、前方及び後方に開口され、下方を向き前後に延び
る段差面１８と側方を向き前後に延びる溝形成面１９とによって形成されている。段差面
１８は外縁が側面１３の下縁に連続されている。溝形成面１９は上縁が段差面１８の内縁
に連続され下縁が底面１２の側縁に連続されている。段差面１８と溝形成面１９はそれぞ
れ前面１４から後面１５に亘って連続して形成されている。
【００６３】
　段差面１８と底面１２は互いに略平行な平面として形成され、溝形成面１９の前後両端
部を除く前後方向における中間部分と側面１３は互いに略平行な平面として形成されてい
る。溝形成面１９、１９の前端部は前面１４に近付くに従って互いに近付く方向に変位す
る外方に凸の曲面１９ａ、１９ａとして形成され、溝形成面１９、１９の後端部は後面１
５に近付くに従って互いに近付く方向に変位する外方に凸の曲面１９ｂ、１９ｂとして形
成されている。筐体２は段差面１８、１８を含む仮想的な面よりも上側の部分である本体
部２０と、この仮想的な面よりも下側の部分である底部２１とにより構成されているとも
言える。尚、段差面１８、１８は本体部２０に含まれる。
【００６４】
　上記のようにバッテリー１は溝形成面１９、１９の前後両端部がそれぞれ曲面１９ａ、
１９ａ、１９ｂ、１９ｂとして形成されているため、応力集中が生じ難いと共に万が一の
落下時等に地面等に接触し難く、衝撃の緩和を図ることができると共に破損の発生を低減
することができる。
【００６５】
　筐体２は、上記したように、段差面１８、１８を含む仮想的な平面を基準として段差面
１８、１８を含む上側の部分が本体部２０として設けられ、本体部２０より下側の部分が
底部２１として設けられている。底部２１は本体部２０より左右の幅が小さくされ、左右
方向において側面１３、１３間の距離が溝形成面１９、１９間の距離より大きくされ、底
部２１にはそれぞれ各機能を有する溝等が形成されている。
【００６６】
　底部２１の左右両側部には前側から順にそれぞれ第１の被ガイド溝２２、２２と第２の
被ガイド溝２３、２３と第３の被ガイド溝２４、２４が離隔して形成されている。第１の
被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２３と第３の被ガイド溝２４は何れも溝形成面１９に
開口されている。
【００６７】
　第１の被ガイド溝２２は底部２１の前端部に形成され、側方及び前方に開口されている
。第２の被ガイド溝２３は前後に延び側方に開口されている。尚、筐体２には第２の被ガ
イド溝２３が形成されていなくてもよい。この場合に、第２の被ガイド溝２３が形成され
ていた部分は溝形成面１９の一部と底面１２の一部とによって形成される。第３の被ガイ
ド溝２４は前後に延び側方に開口されている。尚、第３の被ガイド溝２４は後方にも開口
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された形状であってもよい（図８参照）。
【００６８】
　底部２１の左右両側部には前側から順にそれぞれ挿入溝２５、２５と挿入溝２６、２６
が離隔して形成されている。挿入溝２５と挿入溝２６は何れも溝形成面１９に開口されて
いる。挿入溝２５は側方、上方及び下方に開口され、上側の開口が第２の被ガイド溝２３
の前側の略半部に連通されている。挿入溝２６は側方、上方及び下方に開口され、上側の
開口が第３の被ガイド溝２４の前側の略半部に連通されている。
【００６９】
　筐体２における第１の被ガイド溝２２、２２の下縁２２ｂ、２２ｂと底面１２の間の部
分はそれぞれ第１の係合爪部２ｐ、２ｐとして設けられ、筐体２における第２の被ガイド
溝２３、２３の下縁２３ｂ、２３ｂと底面１２の間の部分はそれぞれ第２の係合爪部２ｑ
、２ｑとして設けられ、筐体２における第３の被ガイド溝２４、２４の下縁２４ｂ、２４
ｂと底面１２の間の部分はそれぞれ第３の係合爪部２ｒ、２ｒとして設けられている。第
１の係合爪部２ｐと第２の係合爪部２ｑは何れも筐体２の前後方向における中央より前面
１４側に位置され、第３の係合爪部２ｒは筐体２の前後方向における中央より後面１５側
又は前後方向において筐体２を３等分した最も後側の領域に位置されている。
【００７０】
　尚、上記には、第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２３と第３の被ガイド溝２４
が前後に離隔して形成された例を示したが、第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２
３と第３の被ガイド溝２４は一つのガイド溝４５として形成されていてもよい（図９参照
）。ガイド溝４５は溝形成面１９において前端から後端寄りの位置に亘って形成されてい
る。また、第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２３と第３の被ガイド溝２４は一つ
のガイド溝４６として形成されていてもよい（図１０参照）。ガイド溝４６は溝形成面１
９において前端から後端に亘って形成されている。
【００７１】
　また、上記には、筐体２の左右両側にそれぞれ第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド
溝２３と第３の被ガイド溝２４が形成された例を示したが、筐体２の左右両側にはそれぞ
れ第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２３と第３の被ガイド溝２４のうちの少なく
とも一つのガイド溝が形成されていればよい。
【００７２】
　例えば、左右の一方に第１の被ガイド溝２２と第３の被ガイド溝２４のみが形成され、
左右の他方に第２の被ガイド溝２３のみが形成されていてもよい（図１１参照）。また、
例えば、左右の一方に第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２３のみが形成され、左
右の他方に第２の被ガイド溝２３と第３の被ガイド溝２４のみが形成されていてもよい（
図１２参照）。さらに、例えば、左右の一方に第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝
２３のみが形成され、左右の他方に第３の被ガイド溝２４のみが形成されていてもよい（
図１３参照）。
【００７３】
　尚、このような構成例としては、上記した各例（図１１乃至図１３参照）を含めて、左
右の一方に第１の被ガイド溝２２、第２の被ガイド溝２３又は第３の被ガイド溝２４のう
ちの一つのガイド溝のみが形成され、左右の他方に第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイ
ド溝２３と第３の被ガイド溝２４のうちの一つ、二つ又は三つのガイド溝が形成された例
がある。また、左右の一方に第１の被ガイド溝２２、第２の被ガイド溝２３又は第３の被
ガイド溝２４のうちの何れか二つのガイド溝のみが形成され、左右の他方に第１の被ガイ
ド溝２２と第２の被ガイド溝２３と第３の被ガイド溝２４のうちの二つ又は三つのガイド
溝が形成された例がある。
【００７４】
　底部２１の前端部には配置凹部２７が形成されている（図７参照）。配置凹部２７は左
右方向における略中央部に形成され、前方及び下方に開口されている。筐体２には配置凹
部２７の前端部を除く部分に連通され上下に貫通された配置孔２８が形成されている。
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【００７５】
　第１の被ガイド溝２２の上縁２２ａと第２の被ガイド溝２３の上縁２３ａと第３の被ガ
イド溝２４の上縁２４ａとは何れも段差面１８より下側に位置され、第１の被ガイド溝２
２と段差面１８の間、第２の被ガイド溝２３と段差面１８の間及び第３の被ガイド溝２４
と段差面１８の間には何れも溝形成面１９の一部が存在する（図２乃至図７参照）。従っ
て、溝形成面１９の下端から第１の被ガイド溝２２の上縁２２ａまでの距離と溝形成面１
９の下端から第２の被ガイド溝２３の上縁２３ａまでの距離と溝形成面１９の下端から第
３の被ガイド溝２４の上縁２４ａまでの距離とは、何れも溝形成面１９の上端から下端ま
での距離より小さくされている。また、第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２３と
第３の被ガイド溝２４の上下の距離（溝幅）は、溝形成面１９の上端から上縁２２ａ、２
３ａ、２４ａまでの距離より大きくても小さくてもよく、第１の被ガイド溝２２と第２の
被ガイド溝２３と第３の被ガイド溝２４の上下の距離が、溝形成面１９の上端から上縁２
２ａ、２３ａ、２４ａまでの距離と同じであってもよい。第１の被ガイド溝２２の下縁２
２ｂと第２の被ガイド溝２３の下縁２３ｂと第３の被ガイド溝２４の下縁２４ｂとは何れ
も溝形成面１９の下縁より上側に位置され、上下方向における位置が同じにされている。
【００７６】
　尚、段差面１８と側面１３の交わる角部２ｆは面取りがなされていてもよく、角部２ｆ
は前面１４から後面１５の方向に向かって延び、筐体２の長さと同一または２分の１若し
くは３分の１程度の長さにされていてもよい。また、一方の角部２ｆに面取りがなされて
いてもよいし、双方の角部２ｆ、２ｆに面取りがなされていてもよい。角部２ｆの面取り
の幅の大きさは段差面１８の幅と同じ大きさでもよいし、段差面１８の幅よりも小さい幅
でもよい。
【００７７】
　また、溝形成面１９と底面１２の交わる角部２ｇは面取りがなされていてもよく、第１
の被ガイド溝２２と第２のガイド溝２３の間の角部２ｈ、２ｈと第２のガイド溝２３と第
３のガイド溝２４の間の角部２ｉ、２ｉと第３のガイド溝２４と後面１５の間の角部２ｊ
の何れか又は全てに面取りがなされていてもよい。この場合に、筐体２における左右一方
の側又は左右両側の角部２ｇ、２ｈ、２ｉ、２ｊに面取りがなされていてもよい。
【００７８】
　配置凹部２７は凹部形成面２９によって形成されている。凹部形成面２９はベース部２
９ａと壁部２９ｂ、２９ｂと中間部２９ｃとから成る。
【００７９】
　ベース部２９ａは前方に開口されたコ字状に形成され、水平方向を向く状態にされてい
る。壁部２９ｂ、２９ｂはそれぞれベース部２９ａの前端に連続され、前方に行くに従っ
て左右方向において互いに離隔する傾斜面として形成されている。即ち、左側の壁部２９
ｂは前方に行くに従って左側の側面１３に近付く傾斜面に形成され、右側の壁部２９ｂは
前方に行くに従って右側の側面１３に近付く傾斜面に形成されている。尚、壁部２９ｂ、
２９ｂにおいては、一方の壁部２９ｂが傾斜面に形成され、他方の壁部２９ｂが傾斜され
ず左方又は右方を向く面に形成されていてもよい。中間部２９ｃは下方を向き壁部２９ｂ
、２９ｂの上縁間に形成されている。壁部２９ｂ、２９ｂは左右方向を向く面に対して、
例えば、４５度傾斜されている。中間部２９ｃは段差面１８より下方に位置され、第１の
被ガイド溝２２、第２の被ガイド溝２３及び第３の被ガイド溝２４の上縁２２ａ、２３ａ
、２４ａと略同じ高さに位置され、又は、上縁２２ａ、２３ａ、２４ａより僅かに下方に
位置されている。尚、中間部２９ｃは上縁２２ａ、２３ａ、２４ａより上方に位置されて
いてもよい。
【００８０】
　底部２１の前端部には識別溝３０、３０が左右に離隔して形成されている。識別溝３０
は所定の機能を有する機能溝としての役割を有し、例えば、接続機器として機能する後述
する充電器等の種類を識別する。尚、機能溝は識別溝３０に限られることはなく、機能溝
として、例えば、識別溝３０に代えて充電器等に対する位置決めを行う位置決め溝や充電
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器等の接続状態等を検出する検出溝等の識別以外の他の機能を有する溝が形成されていて
もよい。
【００８１】
　但し、所定の機能が接続機器の種類を識別する識別機能であることにより、機能溝によ
って接続機器の種類が識別され、バッテリーが接続機器に装着されることにより、また、
バッテリーが接続機器に装着されない状態になることにより、バッテリーが接続される接
続機器の種類を容易に識別することができる。
【００８２】
　尚、所定の機能はバッテリー自体の種類を識別する機能であってもよい。
【００８３】
　識別溝３０、３０は配置凹部２７を挟んだ反対側に各々が形成されている。識別溝３０
は前後の長さが異なる第１の識別部３１と第２の識別部３２が左右方向において連続して
形成されて成る。
【００８４】
　第１の識別部３１と第２の識別部３２はそれぞれ第１の機能部と第２の機能部としての
役割を有している。
【００８５】
　識別溝３０を形成する面のうち上側に位置する下方を向く面は内底面３０ａとして形成
されている。内底面３０ａは凹部形成面２９のうち上側に位置する下方を向く面である中
間部２９ｃより下方に位置されている。従って、識別溝３０の上下方向における深さは配
置凹部２７の上下方向における深さより浅くされている。また、内底面３０ａは、第１の
被ガイド溝２２、第２の被ガイド溝２３及び第３の被ガイド溝２４の上縁２２ａ、２３ａ
、２４ａと段差面１８より下方に位置されている。さらに、内底面３０ａは、第１の被ガ
イド溝２２、第２の被ガイド溝２３及び第３の被ガイド溝２４の下縁２２ｂ、２３ｂ、２
４ｂより上方に位置されている。但し、内底面３０ａは、下縁２２ｂ、２３ｂ、２４ｂよ
り下方に位置されていてもよく、下縁２２ｂ、２３ｂ、２４ｂと同じ高さに位置されてい
てもよい。
【００８６】
　識別溝３０を形成する面のうち、第１の識別部３１における後側に位置する前方を向く
面は奥底面３１ａとして形成され、第２の識別部３２における後側に位置する前方を向く
面は奥底面３２ａとして形成されている。奥底面３１ａ、３２ａは凹部形成面２９のうち
ベース部２９ａにおける最も後側に位置する前方を向く面より前方に位置され、コネクタ
ー３３の前面より後方に位置されている。また、奥底面３１ａ、３２ａは端子配置溝３６
の奥側底面３６ａと位置決め溝３７の奥側底面３７ａより前方に位置されている。さらに
、奥底面３１ａ、３２ａは第１の被ガイド溝２２の後端縁より前方に位置されている。但
し、奥底面３１ａ、３２ａは、第１の被ガイド溝２２の後端縁より後方に位置されていて
もよく、前後方向において第１の被ガイド溝２２の後端縁と同じ位置にあってもよい。
【００８７】
　第１の識別部３１は第２の識別部３２より前後の長さが長くされ、奥底面３１ａが奥底
面３２ａより稍後側に位置され、第１の識別部３１は第２の識別部３２より配置凹部２７
側に位置されている。第２の識別部３２が第１の識別部３１よりも側面１３側に位置され
ているともいえる。第２の識別部３２は左右方向の幅が第１の識別部３１の左右方向の幅
より小さくされている。
【００８８】
　筐体２の配置凹部２７にはコネクター３３が配置されている。コネクター３３は接続機
器として機能する後述する充電器等の電極端子に接続される部分であり、端子部として機
能し、少なくとも正極端子と負極端子を有している。
【００８９】
　コネクター３３は非導電性材料によって形成されたハウジング３４と導電性材料によっ
て形成された接続端子３５、３５、３５とを有し、接続端子３５、３５、３５は少なくと
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も一部がそれぞれハウジング３４に形成された端子配置溝３６、３６、３６に配置された
状態でハウジング３４に保持されている。接続端子３５は金属片の一端部が所定の部分か
ら左右に分岐された一対の接点部を有し、一対の接点部は先端部が互いに接する方向への
弾性を有し接した状態又は近接した状態で端子配置溝３６に配置されている。
【００９０】
　接続端子３５、３５、３５はそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子として機能し、左
側から順に正極端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正極端子と情報端
子と負極端子が並ぶ配置にされている。
【００９１】
　情報端子はバッテリー１の内部温度を後述する接続機器が認識するために用いられる他
に、接続機器がバッテリー１の充電残量や劣化情報等のバッテリー１の各種の情報を認識
するために用いられる。
【００９２】
　尚、コネクター３３には二つの端子配置溝３６、３６と二つの接続端子３５、３５が設
けられていてもよい。二つの接続端子３５、３５が設けられる場合には、二つの接続端子
３５、３５がそれぞれ正極端子と負極端子として機能し、左側から順に正極端子と負極端
子が並ぶ配置又は右側から順に正極端子と負極端子が並ぶ配置にされる。また、コネクタ
ー３３には四つの端子配置溝３６、３６、・・・と四つの接続端子３５、３５、・・・が
設けられていてもよい。四つの接続端子３５、３５が設けられる場合には、四つの接続端
子３５、３５、・・・がそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子と通信端子として機能し
、左側から順に正極端子と情報端子と通信端子と負極端子が並ぶ配置、右側から順に正極
端子と情報端子と通信端子と負極端子が並ぶ配置、左側から順に正極端子と通信端子と情
報端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正極端子と通信端子と情報端子と負極端子
が並ぶ配置にされる。通信端子は接続機器がバッテリー１の充電残量や劣化情報等のバッ
テリー１の各種の情報を認識するために用いられ、この場合に情報端子は専ら温度情報を
接続機器に知らせるために用いられる。
【００９３】
　端子配置溝３６、３６、３６は前方及び下方に開口され左右に離隔して形成されている
。ハウジング３４には左右方向において端子配置溝３６、３６、３６の外側にそれぞれ前
方及び下方に開口された位置決め溝３７、３７が形成されている。
【００９４】
　コネクター３３のハウジング３４における端子配置溝３６、３６、３６間の部分は端子
隔離リブ３４ａ、３４ａとして設けられ、ハウジング３４における端子配置溝３６、３６
と位置決め溝３７、３７の間の部分は溝間リブ３４ｂ、３４ｂとして設けられている。端
子隔離リブ３４ａの左右方向における幅は、接続端子３５、３５、３５同士の接触を防止
できるように、溝間リブ３４ｂの左右方向における幅より大きくされている。
【００９５】
　端子配置溝３６の最も天面１１側に位置する面と位置決め溝３７の最も天面１１側に位
置する面とはそれぞれ内側底面３６ａ、３７ａとして形成され、内側底面３６ａ、３７ａ
は上下方向における位置が略同じにされている。内側底面３６ａ、３７ａは段差面１８よ
り下方に位置されている。また、内側底面３６ａ、３７ａは、第１の被ガイド溝２２の上
縁２２ａと第２の被ガイド溝２３の上縁２３ａと第３の被ガイド溝２４の上縁２４ａより
下方に位置され、第１の被ガイド溝２２の下縁２２ｂと第２の被ガイド溝２３の下縁２３
ｂと第３の被ガイド溝２４の下縁２４ｂより上方に位置されている。
【００９６】
　接続端子３５は略左右方向へ弾性変形可能にされ、端子配置溝３６に挿入された状態で
ハウジング３４に保持されている。
【００９７】
　尚、上記には、凹部形成面２９において、壁部２９ｂ、２９ｂと中間部２９ｃの上端が
コネクター３３のハウジング３４の上端と同じ高さに位置されている例を示したが、例え
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ば、壁部２９ｂ、２９ｂと中間部２９ｃの上端がハウジング３４の上端より上方に位置さ
れていてもよい（図１４参照）。この場合に、壁部２９ｂ、２９ｂと中間部２９ｃの上端
は筐体２の上端寄り下側の位置において、任意の位置にあればよい。
【００９８】
　また、凹部形成面２９には、例えば、中間部２９ｃが存在せず壁部２９ｂ、２９ｂが筐
体２の上端から下端に亘る位置に形成されていてもよい（図１５及び図１６参照）。
【００９９】
　さらに、前後左右に対して傾斜された壁部２９ｂ、２９ｂが形成されていなくてもよく
、壁部２９ｂ、２９ｂに代えてそれぞれ前方を向く第１の壁面部２９ｘ、２９ｘと第１の
壁面部２９ｘ、２９ｘの左右方向における外縁に連続し左右方向で対向する第２の壁面部
２９ｙ、２９ｙとが形成されていてもよい（図１７及び図１８参照）。尚、第１の壁面部
２９ｘ、２９ｘと第２の壁面部２９ｙ、２９ｙは左右方向及、前後方向又は上下方向に対
して任意の角度傾斜されていてもよい。
【０１００】
　コネクター３３は接続端子３５、３５、３５の一端部がそれぞれ筐体２の内部に配置さ
れた回路基板９に配置孔２８を介して接続されている。
【０１０１】
　コネクター３３は配置凹部２７に配置された状態において前面３３ａが筐体２の前面１
４より後側に位置されている。コネクター３３は配置凹部２７において凹部形成面２９の
ベース部２９ａに囲まれた領域に位置され、コネクター３３の前側には凹部形成面２９の
壁部２９ｂ、２９ｂと中間部２９ｃが位置されている。
【０１０２】
　コネクター３３は配置凹部２７に配置された状態において下面３３ｂが筐体２の底面１
２と同一平面上に位置されている。
【０１０３】
　＜接続機器の構成例＞
　次に、バッテリー１が接続される接続機器の一例として、撮像装置（スチルカメラ）５
０について説明する（図１９乃至図２１参照）。
【０１０４】
　撮像装置５０は、例えば、横長の扁平な外筐５１の内外に所要の各部が配置されて成る
（図１９参照）。撮像装置５０には交換レンズ７０や図示しないアダプター等のアクセサ
リーの着脱が可能にされている。交換レンズ７０には回転操作される操作リング７１、７
２、７３が設けられている。操作リング７１、７２、７３はそれぞれ合焦を行うためのフ
ォーカスリングや画角を調整するためのズームリングや光量調整を行うためのアイリスリ
ングとして機能する。
【０１０５】
　外筐５１の上面には各種の操作部５２、５２、・・・が設けられている。操作部５２、
５２、・・・としては、例えば、撮影釦、ズーム摘子、電源釦、モード選択摘子等が設け
られている。外筐５１の上端部には出し入れ可能なフラッシュ５３が設けられている。
【０１０６】
　外筐５１の上端部にはフラッシュ５３の後側にファインダー５４が設けられている。外
筐５１の後面にはディスプレイ５５と各種の操作部５２、５２、・・・とが設けられてい
る（図２０参照）。
【０１０７】
　外筐５１の内部には図示しない撮像素子が配置されている。撮像素子としては、例えば
、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）やＣＭＯＳ（Complementary Metal-Oxide Semicondu
ctor）等が用いられている。
【０１０８】
　撮像装置５０の左右方向における一端部で交換レンズが接続するマウント（図示せず）
や撮像素子よりも後方の後方部にはバッテリー装着部５６が設けられている（図２０及び
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図２１参照）。
【０１０９】
　バッテリー装着部５６は外筐５１の一部と外筐５１の下端部において回動可能にされた
蓋体５７とを有している。バッテリー装着部５６は内部空間が装着用空間５６ａとして形
成され、装着用空間５６ａは下方に開口されている。
【０１１０】
　バッテリー装着部５６の奥部（上端部）には付勢バネ５８と端子接続部５９が配置され
ている。端子接続部５９は非導電性材料によって形成された保持部６０と導電性材料によ
って形成された電極端子６１、６１、６１とを有し、電極端子６１、６１、６１が左右に
離隔した状態で保持部６０に保持されている。
【０１１１】
　保持部６０には左右方向において電極端子６１、６１、６１の外側に位置決め突部６０
ａ、６０ａが設けられている。
【０１１２】
　端子接続部５９は電極端子６１、６１、６１の一端部がそれぞれ外筐５１の内部に配置
された図示しない制御基板に接続されている。
【０１１３】
　バッテリー装着部５６の下端部には装着用空間５６ａの開口縁に押さえレバー６２が回
動可能に支持されている。押さえレバー６２は押さえ位置と非押さえ位置の間で回動可能
にされ、例えば、非押さえ位置から押さえ位置へ向かう方向へ図示しないバネによって付
勢されている。
【０１１４】
　バッテリー装着部５６の内部には誤挿入防止突部５６ｂ、５６ｂが設けられている。バ
ッテリー装着部５６には蓋体５７を装着用空間５６ａの閉塞状態においてロックするロッ
ク機構が設けられている。
【０１１５】
　＜接続機器（撮像装置）に対するバッテリーの装着＞
　以下に、バッテリー１の撮像装置５０におけるバッテリー装着部５６への装着について
説明する（図２２乃至図２４参照）。
【０１１６】
　使用者は蓋体５７が開放されている状態において、以下のように、バッテリー１を装着
用空間５６ａに挿入することによりバッテリー装着部５６に装着することが可能にされて
いる。
【０１１７】
　バッテリー１は前面１４側から装着用空間５６ａに挿入される（図２２参照）。このと
きバッテリー１は切欠２ａ、２ａが誤挿入防止突部５６ｂ、５６ｂに一致される向きで装
着用空間５６ａに挿入される。従って、バッテリー１を切欠２ａ、２ａが誤挿入防止突部
５６ｂ、５６ｂに一致されない向きで装着用空間５６ａに挿入しようとしたときには、筐
体２の一部、例えば、天面１１と側面１３によって形成される角部である斜面１６が誤挿
入防止突部５６ｂ、５６ｂに接触され、バッテリー１の装着用空間５６ａへの誤挿入が防
止される。
【０１１８】
　バッテリー１の装着用空間５６ａへの挿入は、押さえレバー６２が非押さえ位置まで回
動された状態で行われる。バッテリー１が装着用空間５６ａに挿入されるときには、押さ
えレバー６２がバッテリー１の一方の側面１３に摺動された状態にされ、押さえレバー６
２の押さえ位置への回動が規制される。
【０１１９】
　装着用空間５６ａに挿入されたバッテリー１は、コネクター３３の接続端子３５、３５
、３５がそれぞれ端子接続部５９の電極端子６１、６１、６１に接続される。このとき電
極端子６１は、接続端子３５における左右に分岐され互いに接する方向への弾性を有する
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一対の接点部の間に挿入され、接続端子３５は一対の接点部が電極端子６１を左右両側か
ら挟んだ状態で電極端子６１に接続される。また、このときコネクター３３の位置決め溝
３７、３７にそれぞれ端子接続部５９の位置決め突部６０ａ、６０ａが挿入されてコネク
ター３３の端子接続部５９に対する位置決めが行われる。
【０１２０】
　接続端子３５、３５、３５がそれぞれ電極端子６１、６１、６１に接続された状態にお
いては、装着用空間５６ａにおいて後面１５が押さえレバー６２より奥側に位置され、押
さえレバー６２がバネの付勢力によって押さえ位置まで回動されると共に前面１４が付勢
バネ５８に押し付けられてバッテリー１が後方へ付勢される（図２３参照）。従って、バ
ッテリー１は後面１５に設けられた被押さえ部１５ａ（図２２参照）が押さえレバー６２
に押し付けられ、装着用空間５６ａからの脱落が規制される。被押さえ部１５ａは切欠２
ａよりも天面１１側に位置されている。
【０１２１】
　上記のように、バッテリー１が押さえレバー６２によって装着用空間５６ａからの脱落
が規制された状態において、蓋体５７によって装着用空間５６ａが閉塞されることにより
バッテリー１がバッテリー装着部５６に装着される。このとき蓋体５７はロック機構によ
って外筐５１にロックされる。
【０１２２】
　一方、蓋体５７の外筐５１に対するロックを解除し蓋体５７を回動して装着用空間５６
ａを開放し、押さえレバー６２を非押さえ位置まで回動させることによりバッテリー１を
装着用空間５６ａから引き出してバッテリー装着部５６から取り出すことが可能である。
【０１２３】
　尚、上記には、押さえレバー６２に後面１５の被押さえ部１５ａが押し付けられてバッ
テリー１の装着用空間５６ａからの脱落が規制される例を示したが、例えば、バッテリー
１の後端部に少なくとも後方に開口された被押さえ凹部３８が形成され、被押さえ凹部３
８に押さえレバー６２の一部が挿入されてバッテリー１の装着用空間５６ａからの脱落が
規制される構成にすることも可能である（図２４参照）。
【０１２４】
　このようにバッテリー１に、押さえレバー６２の一部が挿入される被押さえ凹部３８が
形成されることにより、押さえレバー６２を装着用空間５６ａの奥側に位置させることが
可能になり、その分、撮像装置５０の小型化を図ることができる。
【０１２５】
　＜接続機器の別の構成例＞
　次に、バッテリー１が接続される接続機器の別の一例として、充電器８０について説明
する（図２５乃至図２９参照）。尚、充電器８０は撮像装置５０等とは別体の機器である
が、充電器８０の以下に示す接続構造は撮像装置等の各種の機器に一体的に設けられてい
てもよい。従って、充電器８０の以下に示す接続構造が設けられた撮像装置等にもバッテ
リー１を接続することが可能である。
【０１２６】
　充電器８０は筐体８１の内外に所要の各部が配置されて成る。充電器８１には以下に示
す接続構造が設けられている。
【０１２７】
　筐体８１は略直方体状に形成され、左右方向における一方の略半部が機構配置部８２と
して設けられ左右方向における他方の略半部がバッテリー装着部８３として設けられてい
る。
【０１２８】
　機構配置部８２の内部には図示しない基板や発光ダイオード等の発光体等が配置されて
いる。機構配置部８２の上面部には窓部８２ａ、８２ｂが設けられている。窓部８２ａ、
８２ｂを介して発光ダイオードから出射される光が外部へ向けて照射され、窓部８２ａ、
８２ｂを介しての照射状態により、充電動作の状態や充電量の状態等を認識することが可
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能にされている。
【０１２９】
　バッテリー装着部８３には上方及び後方に開口された装着用凹部８３ａが形成されてい
る。装着用凹部８３ａの左右両側部には段部８４、８４が設けられ、段部８４、８４は上
方に突出され前後に延びる形状に形成されている。段部８４、８４はそれぞれ上方を向く
平面８４ａ、８４ａと平面８４ａ、８４ａの内縁に連続され互いに向き合う対向面８４ｂ
、８４ｂとを有している。尚、バッテリーには筐体に一つの切欠２ａのみが形成された構
成にされたものも存在するが、このようなバッテリーが装着されるバッテリー装着部の場
合には一つの段部８４が設けられていればよい。
【０１３０】
　装着用凹部８３ａは段部８４、８４の他に、段部８４、８４間に位置された上方を向く
底板面部８５と後方を向く前板面部８６とを含む各面部によって形成され、前板面部８６
は段部８４、８４の前縁と底板面部８５の前縁とに連続されている。段部８４、８４には
それぞれ前側から順にそれぞれ第１のガイド係合部８７、８７と第２のガイド係合部８８
、８８と第３のガイド係合部８９、８９が前後に離隔して設けられている。第１のガイド
係合部８７、８７と第２のガイド係合部８８、８８と第３のガイド係合部８９、８９は何
れも対向面８４ｂ、８４ｂから互いに近付く方向へ突出されている。
【０１３１】
　第１のガイド係合部８７は前後に延びる突状に形成され、前端が前板面部８６に連続さ
れ、対向面８４ｂの上下方向における中間部から突出されている。第２のガイド係合部８
８は前後に延びる突状に形成され、第１のガイド係合部８７と同じ高さに位置されている
。第３のガイド係合部８９は前後に延びる係合部８９ａと係合部８９ａの前端部から下方
に突出された立壁部８９ｂとから成り、立壁部８９ｂの下端が底板面部８５に連続されて
いる。
【０１３２】
　尚、左右の一方に第１の被ガイド溝２２と第３の被ガイド溝２４のみが形成され、左右
の他方に第２の被ガイド溝２３のみが形成された左右で互い違いに被ガイド溝が形成され
たタイプのバッテリーが装着される場合には、被ガイド溝に対応するガイド係合部のみが
設けられていればよい。例えば、左右の一方に第１の被ガイド溝２２と第３の被ガイド溝
２４のみが形成され左右の他方に第２の被ガイド溝２３のみが形成されたバッテリーが装
着される場合には、左右の一方に第１のガイド係合部８７と第３のガイド係合部８９のみ
が設けられ、左右の他方に第２のガイド係合部８８のみが設けられていればよい。
【０１３３】
　バッテリー装着部８３には底板面部８５の前端部から上方に突出された識別用突部９０
が設けられている。識別用突部９０は前後方向の長さが異なる長手部９０ａと短手部９０
ｂが左右に連続して設けられ、長手部９０ａの前後の長さが短手部９０ｂの前後の長さよ
り長くされている。長手部９０ａの左右の幅は短手部９０ｂの左右の幅より小さくされて
いる。
【０１３４】
　識別用突部９０は前端が前板面部８６に連続され、左右方向において一方の第１のガイ
ド係合部８７に寄った位置に設けられている。具体的には、識別用突部９０は左右方向に
おいて、底板面部８５の中央と一方の第１のガイド係合部８７との間隔の中央よりも一方
の第１のガイド係合部８７側に位置され、端子接続部９３と一方の第１のガイド係合部８
７との間隔の中央よりも一方の第１のガイド係合部８７側に位置されている。識別用突部
９０は短手部９０ｂが長手部９０ａより一方の第１のガイド係合部８７側に位置されてい
る。
【０１３５】
　バッテリー装着部８３の前端部には前後方向へ移動可能な検出用突部９１が設けられて
いる。検出用突部９１は図示しないバネ部材によって後方へ付勢され、左右方向において
他方の第１のガイド係合部８７に寄った位置に設けられている。
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【０１３６】
　尚、検出用突部９１は底板面部８５の左右方向における中央を基準として一方の第１の
ガイド係合部８７に寄った対称な位置に設けられていてもよい。また、上記には、識別用
突部９０と検出用突部９１が端子接続部９３を挟んで左右方向における反対側に位置され
た例を示したが、識別用突部９０と検出用突部９１の双方が端子接続部９３の左方又は右
方に位置されていてもよい。この場合には、端子接続部９３と検出用突部９１が識別用突
部９０を挟んで左右方向における反対側に位置される。
【０１３７】
　底板面部８５の一部は係合保持部９２として設けられている。係合保持部９２は底板面
部８５の一部に形成されたコ字状のスリットの内側の部分であり、前端部を支点として略
上下に弾性変形可能にされている。係合保持部９２には後端部に上方に突出された係止突
部９２ａが設けられている。
【０１３８】
　バッテリー装着部８３の前端部には端子接続部９３が配置されている。端子接続部９３
は非導電性材料によって形成された保持部９４と導電性材料によって形成された電極端子
９５、９５、９５とを有し、電極端子９５、９５、９５が左右に離隔した状態で保持部９
４に保持されている。
【０１３９】
　保持部９４には左右方向において電極端子９５、９５、９５の外側にそれぞれ位置決め
突部９４ａ、９４ａが設けられている。位置決め突部９４ａ、９４ａの左右方向の幅の大
きさは、電極端子９５、９５、９５の左右方向の幅の大きさよりも大きい。
【０１４０】
　端子接続部９３は電極端子９５、９５、９５の一端部が筐体８１の内部に配置された基
板に接続されている。
【０１４１】
　＜接続機器（充電器）に対するバッテリーの装着＞
　以下に、バッテリー１の充電器８０におけるバッテリー装着部８３への装着について説
明する（図２９乃至図３１参照）。
【０１４２】
　使用者は、以下のように、バッテリー１の一部を装着用凹部８３ａに挿入することによ
りバッテリー装着部８３に装着することが可能にされている。
【０１４３】
　バッテリー１は上方から装着用凹部８３ａに挿入される（図２９参照）。このとき挿入
溝２５、２５を介して第２の被ガイド溝２３、２３にそれぞれ第２のガイド係合部８８、
８８が挿入され、挿入溝２６、２６を介して第３の被ガイド溝２４、２４にそれぞれ第３
のガイド係合部８９、８９の係合部８９ａ、８９ａが挿入される。従って、バッテリー１
の切欠２ａ、２ａにそれぞれ充電器８０の段部８４、８４が挿入され、段差面１８、１８
がそれぞれ平面８４ａ、８４ａに上下方向において対向して位置されると共に溝形成面１
９、１９がそれぞれ対向面８４ｂ、８４ｂに左右方向において対向して位置される。
【０１４４】
　このとき底面板部８５にバッテリー１が上方から配置されるため、係合保持部９２は係
止突部９２ａが下方へ押圧されて弾性変形される。
【０１４５】
　尚、バッテリー１を切欠２ａ、２ａに段部８４、８４が挿入されない向きで装着用凹部
８３ａに挿入しようとしたときには、筐体２の一部が段部８４、８４に接触され、バッテ
リー１の装着用凹部８３ａへの誤挿入が防止される。
【０１４６】
　次に、バッテリー１が充電器８０に対して前方へスライドされる（図３０参照）。バッ
テリー１が前方へスライドされると、第１の被ガイド溝２２、２２がそれぞれ第１のガイ
ド係合部８７、８７に案内され第２の被ガイド溝２３、２３がそれぞれ第２のガイド係合
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部８８、８８に案内され第３の被ガイド溝２４、２４がそれぞれ第３のガイド係合部８９
、８９の係合部８９ａ、８９ａに案内される。バッテリー１は第３の被ガイド溝２４、２
４の後側開口縁がそれぞれ第３のガイド係合部８９、８９の規制部８９ｂ、８９ｂに接す
る移動端まで前方へスライドされる。
【０１４７】
　バッテリー１が移動端まで前方へスライドされた状態においては、第１の被ガイド溝２
２、２２の開口縁がそれぞれ第１のガイド係合部８７、８７に係合され、第２の被ガイド
溝２３、２３の開口縁がそれぞれ第２のガイド係合部８８、８８に係合され、第３の被ガ
イド溝２４、２４の開口縁がそれぞれ第３のガイド係合部８９、８９の係合部８９ａ、８
９ａに係合される。従って、第１の係合爪部２ｐは上縁が第１のガイド係合部８７の下縁
の少なくとも一部に係合され、第２の係合爪部２ｑは上縁が第２のガイド係合部８８の下
縁の少なくとも一部に係合され、第３の係合爪部２ｒは上縁が第３のガイド係合部８９の
下縁の少なくとも一部に係合される。
【０１４８】
　このときバッテリー１の後端縁が係合保持部９２の係止突部９２ａの前側に位置され、
係合保持部９２が弾性復帰されて係止突部９２ａがバッテリー１における後端縁の下端部
に係合され、バッテリー１がバッテリー装着部８３に装着される。
【０１４９】
　バッテリー１がバッテリー装着部８３に装着されるときには、バッテリー１の前面１４
に設けられた検出用被押圧部１４ａによって充電器８０の検出用突部９１が押圧されて操
作される。検出用突部９１は前方へ移動され、検出用突部９１が前方へ移動されることに
より図示しない検出部によってバッテリー装着部８３にバッテリー１が装着されたことが
検出される。
【０１５０】
　バッテリー装着部８３にバッテリー１が装着されたことが検出されると、充電器８０が
電源に接続された状態において、発光ダイオードから光が出射され窓部８２ａ、８２ｂを
介して光が上方へ向けて照射される。従って、使用者は窓部８２ａ、８２ｂを介して照射
される光の状態を視認することにより、充電可能な状態であるか否かやバッテリー１に対
する充電量を認識することが可能になる。
【０１５１】
　また、バッテリー１がバッテリー装着部８３に装着されるときには、バッテリー１の一
方の識別溝３０に充電器８０の識別用突部９０が挿入される（図３１参照）。識別用突部
９０は長手部９０ａが第１の識別部３１に挿入され短手部９０ｂが第２の識別部３２に挿
入される。
【０１５２】
　識別用突部９０が識別溝３０に挿入されることにより、バッテリー装着部８３に装着さ
れたバッテリー１が充電器８０によって充電可能なタイプであることが識別される。バッ
テリー１は、例えば、充電可能な電力容量が中程度のタイプである。
【０１５３】
　さらに、バッテリー１がバッテリー装着部８３に装着されるときには、バッテリー１の
壁部２９ｂ、２９ｂ間に充電器８０の端子接続部９３が挿入されていく。このときバッテ
リー１と充電器８０の間にはバッテリー１のバッテリー装着部８３に対する円滑な挿入性
を確保するための間隙や寸法公差等が存在するため、バッテリー１が充電器８０に対して
左右に傾いた状態や変位した状態でバッテリー装着部８３に挿入される可能性がある（図
３２参照）。
【０１５４】
　バッテリー１が充電器８０に対して傾いた状態や変位した状態で挿入された場合におい
ても、壁部２９ｂ、２９ｂが前方に行くに従って左右方向において互いに離隔する傾斜面
として形成されているため、端子接続部９３が壁部２９ｂ、２９ｂに案内されてコネクタ
ー３３に近付いて行く。従って、バッテリー１はコネクター３３の接続端子３５、３５、
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３５がそれぞれ端子接続部９３の電極端子９５、９５、９５に確実に接続される（図３３
参照）。このときコネクター３３の位置決め溝３７、３７にそれぞれ端子接続部９３の位
置決め突部９４ａ、９４ａが挿入されてコネクター３３の端子接続部９３に対する位置決
めが行われる。
【０１５５】
　一方、バッテリー１を後方へスライドさせて係止突部９２ａの後端縁に対する係合を解
除すると共に第１のガイド係合部８７、８７と第２のガイド係合部８８、８８と第３のガ
イド係合部８９、８９の係合を解除し、バッテリー１を装着用凹部８３ａから上方に引き
出すことによりバッテリー装着部８３から取り出すことが可能である。
【０１５６】
　＜小括＞
　上記したように、バッテリー１にあっては、筐体２の配置凹部２７を形成する面が凹部
形成面２９として形成され、外面１０の前面１４とコネクター３３の間に凹部形成面２９
の一部である中間部２９ｃが存在する。
【０１５７】
　従って、コネクター３３の前面３３ａが筐体２の前面１４より筐体２における内側に位
置されるため、落下時等においてコネクター３３の破損や傷付きの発生が低減され接続端
子３５の電極端子６１、９５に対する良好な接続状態を確保することができる。
【０１５８】
　特に、落下衝撃によりコネクター３３に衝撃力が伝達され難いため、接続端子３５を回
路基板９に接続するための半田のクラックが生じ難く、電気的な接続不良の発生を低減す
ることもできる。
【０１５９】
　また、コネクター３３の破損や傷付きの発生が低減されるため、接続端子３５がハウジ
ング３４から露出され難く、コネクター３３の高い品質を確保することができる。
【０１６０】
　尚、上記には、コネクター３３の前面３３ａが筐体２の前面１４より筐体２における内
側に位置された例を示したが、例えば、コネクター３３の下面３３ｂが筐体２の底面１２
より筐体２における内側に位置されていてもよい（図３４参照）。
【０１６１】
　このようにコネクター３３の下面３３ｂが筐体２の底面１２より筐体２における内側に
位置されている場合においても、落下時等においてコネクター３３の破損や傷付きの発生
が低減され接続端子３５の電極端子６１、９５に対する良好な接続状態を確保することが
できる。
【０１６２】
　また、例えば、コネクター３３の前面３３ａが筐体２の前面１４より筐体２における内
側に位置されると共にコネクター３３の下面３３ｂが筐体２の底面１２より筐体２におけ
る内側に位置されていてもよい（図３５参照）。
【０１６３】
　このように前面３３ａが前面１４より筐体２における内側に位置されると共に下面３３
ｂが底面１２より筐体２における内側に位置されている場合においては、コネクター３３
の全体が筐体２における内側に位置される。従って、落下時等においてコネクター３３の
破損や傷付きの発生が一層低減され接続端子３５の電極端子６１、９５に対する一層良好
な接続状態を確保することができる。
【０１６４】
　また、バッテリー１にあっては、配置凹部２７が接続端子３５の電極端子６１、９５に
対する接続方向において開口され、接続方向において外面１０とコネクター３３の間に凹
部形成面２９である中間部２９ｃが存在する。
【０１６５】
　従って、接続方向においてコネクター３３が外面１０より筐体２における内側に位置さ
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れるため、接続時に電極端子６１、９５が配置凹部２７の奥側まで挿入され、接続方向に
おける接続機器（撮像装置５０、充電器８０）の小型化を図ることができる。
【０１６６】
　さらに、凹部形成面２９の一部が配置凹部２７の開口方向（接続方向）においてコネク
ター３３から離隔するに従って配置凹部２７の開口面積が大きくなる傾斜面に形成されて
いる。
【０１６７】
　従って、凹部形成面２９の一部が電極端子６１、９５の配置凹部２７への挿入時におけ
る案内面として機能するため、接続端子３５と電極端子６１、９５の良好な接続状態を確
保することができる。
【０１６８】
　さらにまた、凹部形成面２９は接続方向に直交する方向において離隔して位置された一
対の壁部２９ｂ、２９ｂを有し、壁部２９ｂ、２９ｂが接続方向へ行くに従って互いに離
隔する傾斜面として形成されている。
【０１６９】
　従って、壁部２９ｂ、２９ｂが電極端子６１、９５の配置凹部２７への挿入時における
案内面として機能するため、接続端子３５と電極端子６１、９５の一層良好な接続状態を
確保することができる。
【０１７０】
　尚、上記には、一対の壁部２９ｂ、２９ｂが接続方向へ行くに従って互いに離隔する傾
斜面として形成された例を示したが、例えば、一方の壁部２９ｂが接続方向へ行くに従っ
て配置凹部２７の開口面積が大きくなる傾斜面に形成されていてもよい（図３６参照）。
【０１７１】
　また、バッテリー１においては、凹部形成面２９の中間部２９ｃが接続方向においてコ
ネクター３３から離隔するに従って配置凹部２７の開口面積が大きくなる傾斜面に形成さ
れていてもよい（図３７参照）。
【０１７２】
　このように中間部２９ｃが傾斜面に形成されることによって、中間部２９ｃが電極端子
６１、９５の配置凹部２７への挿入時における案内面として機能するため、接続端子３５
と電極端子６１、９５のより一層良好な接続状態を確保することができる。
【０１７３】
　尚、この場合に、中間部２９ｃに加えて壁部２９ｂ、２９ｂも傾斜面に形成してもよく
、中間部２９ｃに加えて一方の壁部２９ｂも傾斜面に形成してもよく、中間部２９ｃのみ
を傾斜面に形成してもよい。
【０１７４】
　また、壁部２９ｂ又は中間部２９ｃの接続方向に対する傾斜角度は任意であるが、例え
ば、傾斜角度が０度より大きく４５度以下にされることが望ましい。
【０１７５】
　壁部２９ｂ又は中間部２９ｃの傾斜角度が０度より大きく４５度以下にされることによ
り、案内面として機能する凹部形成面２９の傾斜角度が鋭角になるため、案内面に案内さ
れる電極端子６１、９５を配置凹部２７に円滑に挿入することができる。
【０１７６】
　尚、上記には、バッテリー１を上方から装着用凹部８３ａに挿入した後に前方へスライ
ドさせて装着が行われるタイプである充電器８０を例として示したが、他のタイプとして
バッテリー１が上方から挿入されることにより装着される充電器８０Ａが存在する（図３
８参照）。
【０１７７】
　充電器８０Ａは、例えば、全体がバッテリー装着部８３Ａとして設けられ、バッテリー
装着部８３Ａには上方に開口された装着用凹部８３ｂが形成されている。バッテリー装着
部８３Ａには電極端子を有する端子接続部９６が配置されている。バッテリー１は充電器



(24) JP 6961985 B2 2021.11.5

10

20

30

40

50

８０Ａの装着用凹部８３ｂに前面１４が下方を向く向きで挿入される。
【０１７８】
　このような場合に、バッテリー１の壁部２９ｂ、２９ｂと中間部２９ｃの少なくとも一
つを傾斜面（案内面）として形成することにより、バッテリー１の装着用凹部８３ｂへの
挿入時にバッテリー１の自重により端子接続部９６が傾斜面に案内される。
【０１７９】
　従って、バッテリー１の充電器８０Ａに対する容易かつ良好な接続状態を確保すること
ができる。
【０１８０】
　バッテリー１にあっては、筐体２には側面１３に連続された段差面１８と底面１２に連
続された溝形成面１９とによって切欠２ａが形成されると共に溝形成面１９に開口された
第１の被ガイド溝２２、第２の被ガイド溝２３及び第３の被ガイド溝２４が形成され、第
１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２３と第３の被ガイド溝２４が段差面１８より底
面１２側に位置されている。
【０１８１】
　従って、第１の被ガイド溝２２、第２の被ガイド溝２３及び第３の被ガイド溝２４と段
差面１８が連続して位置されず第１の被ガイド溝２２、第２の被ガイド溝２３及び第３の
被ガイド溝２４と段差面１８の間に溝形成面１９の一部が位置されるため、第１の被ガイ
ド溝２２、第２の被ガイド溝２３及び第３の被ガイド溝２４と段差面１８が連続して位置
される場合に比し溝形成面１９と段差面１８がセル６に近付き、バッテリー１の小型化を
図ることができる。
【０１８２】
　また、切欠２ａ、２ａが二つの側面１３、１３に連続する位置にそれぞれ形成されてい
るため、二つの側面１３、１３の双方の側に切欠２ａ、２ａが存在し、筐体２の外面１０
が２箇所においてセル６、６に近付いて位置され、バッテリー１の一層の小型化を図るこ
とができる。
【０１８３】
　さらに、第１の被ガイド溝２２、２２と第２の被ガイド溝２３、２３と第３の被ガイド
溝２４、２４が接続端子３５の電極端子６１、９５に対する接続方向に離隔して形成され
ている。従って、筐体２における第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２３と第３の
被ガイド溝２４の間の部分が第１の被ガイド溝２２と第２の被ガイド溝２３と第３の被ガ
イド溝２４に対して突部として形成されるため、突部が補強リブとして機能し、筐体２の
強度の向上を図ることができる。
【０１８４】
　＜バッテリーの他の構成例＞
　以下に、バッテリー１の他の構成例について説明する（図３９乃至図４４参照）。
【０１８５】
　バッテリー１には少なくとも左右両側に係合凹部３９、３９が形成されていてもよい（
図３９参照）。係合凹部３９、３９は、例えば、それぞれ第２の被ガイド溝２３、２３に
開口されている。
【０１８６】
　このような係合凹部３９、３９が形成されたバッテリー１は、例えば、充電器８０Ｂに
保持された状態で接続される。充電器８０Ｂは本体９７と本体９７から後方に突出された
保持アーム９８、９８と本体９７に後方に突出された状態で配置され電極端子を有する端
子接続部９９とを有している。
【０１８７】
　本体９７には操作釦９７ａが配置され、操作釦９７ａが操作されることにより、保持ア
ーム９８、９８が互いに離隔する方向へ動作される。
【０１８８】
　保持アーム９８、９８は先端部が互いに近づく方向へ屈曲された係合突部９８ａ、９８
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ａとして設けられている。保持アーム９８、９８の先端部には本体９７に近付くに従って
互いに近づく方向へ傾斜された摺動面９８ｂ、９８ｂが形成されている。保持アーム９８
、９８は本体９７の内部に配置された図示しないバネによって互いに近付く方向へ付勢さ
れている。
【０１８９】
　バッテリー１が充電器８０Ｂに対して前方へ移動されていくと、バッテリー１の前縁が
それぞれ摺動面９８ｂ、９８ｂに摺動されて保持アーム９８、９８がバネの付勢力に反し
て互いに離隔する方向へ移動され、保持アーム９８、９８がそれぞれ第１の被ガイド溝２
２、２２に挿入されていく。保持アーム９８、９８はそれぞれ第１の被ガイド溝２２、２
２から第２の被ガイド溝２３、２３へ向けて相対的に移動され、第１の被ガイド溝２２、
２２から一旦溝形成面１９、１９に乗り上げて再び互いに近づく方向へ移動されて第２の
被ガイド溝２３、２３に挿入され、係合突部９８ａ、９８ａがそれぞれ係合凹部３９、３
９に係合される（図４０参照）。
【０１９０】
　充電器８０Ｂは係合突部９８ａ、９８ａがそれぞれ係合凹部３９、３９に係合されて左
右両側からバッテリー１を挟持した状態になり、バッテリー１が充電器８０Ｂに保持され
る。係合突部９８ａ、９８ａがそれぞれ係合凹部３９、３９に係合されるときには、同時
に、コネクター３３が端子接続部９９に接続される。
【０１９１】
　充電器８０Ｂによるバッテリー１の保持を解除する場合には、操作釦９７ａを操作し保
持アーム９８、９８を互いに離隔する方向へ移動させて係合突部９８ａ、９８ａの係合凹
部３９、３９に対する係合状態を解除し、バッテリー１と充電器８０Ｂを引き離すことに
より行うことができる。
【０１９２】
　尚、上記には、係合凹部３９、３９がそれぞれ第２の被ガイド溝２３、２３に開口され
ている例を示したが、係合凹部３９、３９はそれぞれ挿入溝２４、２４に開口されていて
もよい。但し、係合凹部３９、３９が被ガイド溝２３、２３に開口されている場合には、
充電器８０Ｂの係合突部９８ａ、９８ａが被ガイド溝２３、２３に挿入されて案内される
ため、係合突部９８ａ、９８ａを係合凹部３９、３９に確実に係合することができる。
【０１９３】
　上記したように、筐体２における反対方向を向く面にそれぞれ開口され係合突部９８ａ
、９８ａがそれぞれ係合される係合凹部３９、３９が形成されることにより、係合凹部３
９、３９に反対側からそれぞれ係合突部９８ａ、９８ａを係合してバッテリー１を保持す
ることが可能になり、安定した状態でバッテリー１を容易に保持することができる。
【０１９４】
　尚、上記には、バッテリー１の左右両側に係合凹部３９、３９が形成された例を示した
が、例えば、左右両側の係合凹部３９、３９に加えて天面１１又は底面１２の少なくとも
一方に開口される係合凹部３９が形成されていてもよい（図４１参照）。
【０１９５】
　このように反対方向を向く左右両側の面に直交する天面１１又は底面１２に開口される
係合凹部３９が形成されることにより、係合凹部３９、３９、３９に反対側からとこの反
対側に直交する側とからそれぞれ係合突部９８ａ、９８ａ、９８ａを係合してバッテリー
１を保持することが可能になり、一層安定した状態でバッテリー１を保持することができ
る。
【０１９６】
　また、係合凹部３９は第２の被ガイド溝２３が存在する領域に形成されているため、係
合突部９８ａが第２の被ガイド溝２３に案内されて係合凹部３９に係合されるため、係合
突部９８ａの係合凹部３９への係合を容易かつ確実に行うことができる。
【０１９７】
　尚、係合凹部３９は、第２の被ガイド溝２３が存在する領域に代えて、第１の被ガイド
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溝２２が存在する領域に形成されていてもよく（図４２参照）、また、第３の被ガイド溝
２４が存在する領域に形成されていてもよい（図４３参照）。
【０１９８】
　特に、係合凹部３９が第１の被ガイド溝２２が存在する領域に形成されている場合には
、係合凹部３９が接続方向において最も先端側に位置された第１の被ガイド溝２２が存在
する領域に存在する。
【０１９９】
　従って、バッテリー１が充電器８０Ｂに装着されるときに、係合突部９８ａが溝形成面
１９を乗り越える必要がなく、係合突部９８ａの係合凹部３９への係合を容易かつ迅速に
行うことができる。
【０２００】
　また、係合突部９８ａが係合凹部３９に係合されるときに端子接続部９９の電極端子が
コネクター３３の接続端子３５に接続される。
【０２０１】
　従って、係合突部９８ａの係合凹部３９への係合と電極端子の接続端子３５への接続と
が同時に行われるため、係合突部９８ａの係合凹部３９への係合作業と電極端子の接続端
子３５への接続作業とを各別に行う必要がなく、作業性の向上を図ることができる。
【０２０２】
　尚、係合凹部３９は第１の被ガイド溝２２、第２の被ガイド溝２３又は第３の被ガイド
溝２４が存在する領域以外の領域に形成されていてもよく、溝形成面１９に開口する状態
で形成されていてもよい。例えば、溝形成面１９、１９の後端部における下端部にそれぞ
れ少なくとも下方及び後方に開口された係合凹部３９、３９が形成されていてもよい（図
４４参照）。
【０２０３】
　溝形成面１９、１９の後端部における下端部にそれぞれ係合凹部３９、３９が形成され
る構成にすることにより、例えば、充電器８０等において二つの係合保持部９２、９２を
設け、係合保持部９２、９２の係止突部９２ａ、９２ａがそれぞれ係合凹部３９、３９の
開口縁に係止されることによりバッテリー１が充電器８０等に保持されるようにすること
が可能である。
【０２０４】
　この場合に係合凹部３９、３９がバッテリー１における後面１５より前側に位置される
ため、その分、係止突部９２ａ、９２ａも前側に位置され、充電器８０等の前後方向にお
ける長さを短縮して充電器８０等の小型化を図ることができる。
【０２０５】
　＜識別溝の構成等＞
　次に、識別溝３０の構成等について説明する（図４５乃至図５６参照）。
【０２０６】
　識別溝３０は、上記したように、前後方向における長さが異なる第１の識別部３１と第
２の識別部３２によって構成され、第１の識別部３１と第２の識別部３２が左右方向にお
いて連続されている（図４５及び図４６の上段参照）。第１の識別部３１と第２の識別部
３２はそれぞれに識別力を有している。
【０２０７】
　一方、従来のバッテリーにおいては第１の識別部３１に相当する第１の識別溝Ａと第２
の識別部３２に相当する第２の識別溝Ｂとが一定の間隔を有し左右方向において離隔して
形成されていた（図４６の下段参照）。
【０２０８】
　一般に、識別溝の左右方向における幅は筐体の成形時における樹脂流動性や難燃性のグ
レード等によって定められる。
【０２０９】
　また、識別溝の幅は識別溝に挿入される識別用突部の強度が確保される大きさに形成さ
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れる。具体的には、識別溝の幅が小さいと、挿入される識別用突部の幅も小さくする必要
があるが、識別用突部の幅が小さいと識別用突部の強度が低下して破損や割れを生じる可
能性が高くなる。従って、識別用突部の一定以上の強度を確保するために幅を一定以上に
する必要があり、その分、識別溝の幅も一定以上にする必要がある。
【０２１０】
　一方、例えば、充電器８０における装着用凹部８３ａの横幅は、バッテリー１の装着用
凹部８３ａに対する円滑な挿入性を確保するための余裕分（ガタツキ分）だけバッテリー
１の横幅より大きくされている。従って、識別溝の幅も識別用突部の挿入が確実に行われ
るようにするための余裕分の寸法が必要である。加えて、識別溝の幅は各部の寸法公差や
組立公差をも加味した大きさに形成され、これらの余裕分も含めて識別溝の幅が定められ
ている。
【０２１１】
　さらに、従来のバッテリーにおいては、第１の識別溝Ａと第２の識別溝Ｂの間に一定の
間隙Ｈが形成されており、間隙Ｈも一定以上の強度を確保する必要性により、一定以上の
幅が必要である。
【０２１２】
　従って、従来のバッテリーにおける第１の識別溝Ａと第２の識別溝Ｂにそれぞれ挿入さ
れる識別用突部の幅をそれぞれＷ１とすると、第１の識別溝Ａと第２の識別溝Ｂの各幅は
余裕分（ガタツキ分＋公差分）をＣとしたときにそれぞれ「Ｗ１＋Ｃ」となる。また、第
１の識別溝Ａと第２の識別溝Ｂの間には間隙Ｈが必要であるため、第１の識別溝Ａと第２
の識別溝Ｂを形成するために筐体に必要とされる左右方向における寸法Ｗｐは「２Ｗ１＋
２Ｃ＋Ｈ」とされる。
【０２１３】
　一方、バッテリー１にあっては、第１の識別溝Ａに相当する第１の識別部３１と第２の
識別溝Ｂに相当する第２の識別部３２とが左右方向において連続して形成されている（図
４６の上段参照）。従って、第１の識別部３１と第２の識別部３２によって構成される識
別溝３０を形成するために筐体２に必要とされる左右方向における寸法Ｗは、間隙Ｈが必
要とされないため「２Ｗ１＋２Ｃ」以下の寸法となる。
【０２１４】
　また、識別溝３０は第１の識別部３１と第２の識別部３２が左右方向において連続して
形成されているため、寸法Ｗには余裕分２Ｃのうち一つの余裕分Ｃも不要になり、寸法Ｗ
は「２Ｗ１＋Ｃ」以下の寸法となる。
【０２１５】
　さらに、長さが短い側の第２の識別部３２に挿入される識別用突部は一部が第１の識別
部３１に挿入されてもよいため、第２の識別部３２の幅はＷ１より小さくすることが可能
であり、小さくすることが可能な寸法をαとすると、寸法Ｗは「２Ｗ１－α＋Ｃ」となる
。
【０２１６】
　従って、識別溝３０を形成するために筐体２に必要とされる左右方向における寸法Ｗは
、従来のバッテリーにおいて筐体に必要とされる左右方向における寸法Ｗｐに対して「Ｃ
＋Ｈ＋α」分だけ小さくなり、その分、バッテリー１を小型化することが可能になる。
【０２１７】
　尚、上記には、矩形状の第１の識別部３１と第２の識別部３２によって構成された識別
溝３０を例として示したが、識別溝３０は、例えば、奥底面３１ａ、３２ａが傾斜した形
状に形成されていてもよい（図４７参照）。奥底面３１ａ、３２ａが傾斜した形状の識別
溝３０において、左右方向における一方の部分が第１の識別部３１とされ他方の部分が第
２の識別部３２とされている。
【０２１８】
　このような奥底面３１ａ、３２ａが傾斜した形状に形成された識別溝３０には段差が存
在しないため、筐体２に識別溝３０を容易に形成することが可能になる。
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【０２１９】
　次に、バッテリー１とは異なる識別溝を有するバッテリー１Ａ、１Ｂの例について説明
する（図４８及び図４９参照）。
【０２２０】
　上記したように、バッテリー１には二つの識別溝３０、３０が左右に離隔して形成され
ている。バッテリー１は、例えば、最大充電容量が標準の中容量タイプである。
【０２２１】
　バッテリー１Ａは、例えば、最大充電容量がバッテリー１より大きい高容量タイプであ
る。バッテリー１Ａには一つの識別溝３０と一つの識別溝３０Ａが形成されている（図４
８参照）。識別溝３０Ａは第１の識別部３１より前後方向における長さが長い第１の識別
部３１Ａと第２の識別部３２とによって構成されている。
【０２２２】
　バッテリー１Ｂは、例えば、最大充電容量がバッテリー１より小さい低容量タイプであ
る。バッテリー１Ｂには一つの識別溝３０が形成されている（図４９参照）。
【０２２３】
　次いで、バッテリー１、バッテリー１Ａ又はバッテリー１Ｂが装着される接続機器のバ
ッテリー装着部の構成例について説明する（図５０乃至図５３参照）。
【０２２４】
　接続機器としては、例えば、小さい電力での駆動が可能な小電力カメラ、小電力カメラ
より大きな電力での駆動が可能な中電力カメラ、中電力カメラより大きな電力での駆動が
可能な大電力カメラ及び充電器８０が存在する。
【０２２５】
　小電力カメラのバッテリー装着部には端子接続部５９が配置され、識別溝３０等に挿入
される識別用突部は設けられていない（図５０参照）。
【０２２６】
　中電力カメラのバッテリー装着部には端子接続部５９が配置され、端子接続部５９の側
方に識別用突部９０Ｂが設けられている（図５１参照）。識別用突部９０Ｂは第１の識別
部３１にも第１の識別部３１Ａにも全体が挿入可能な長さにされている。
【０２２７】
　大電力カメラのバッテリー装着部には端子接続部５９が配置され、端子接続部５９の側
方に識別用突部９０Ｃが設けられている（図５２参照）。識別用突部９０Ｃは識別用突部
９０Ｂより長さが長くされ第１の識別部３１には全体が挿入されず第１の識別部３１Ａに
は全体が挿入可能な長さにされている。
【０２２８】
　充電器８０のバッテリー装着部８３には、上記したように、端子接続部９３が配置され
、端子接続部９３の側方に識別用突部９０が設けられている（図５３参照）。識別用突部
９０は長手部９０ａと短手部９０ｂによって構成されている。
【０２２９】
　次に、上記した識別溝３０、３０Ａの識別性に関する一例について説明する（図５４参
照）。
【０２３０】
　以下には、一例として、バッテリー１、バッテリー１Ａ及びバッテリー１Ｂの小電力カ
メラ、中電力カメラ、大電力カメラ及び充電器８０に対する識別性を説明する。図５４に
おいて、「Ｙ」はバッテリーがカメラ又は充電器に装着可能であることを示し、「Ｎ」は
バッテリーがカメラ又は充電器に装着不能であることを示している。
【０２３１】
　大容量タイプのバッテリー１Ａは左側に位置された識別溝３０と右側に位置された識別
溝３０Ａを有しており、中容量タイプのバッテリー１は左右に離隔して位置された識別溝
３０、３０を有しており、小容量タイプのバッテリー１Ｂは左側に位置された一つの識別
溝３０を有している。
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【０２３２】
　小電力カメラは、バッテリー装着部に識別用突部を有していないため、識別溝３０、３
０Ａに挿入される部分が存在しない。従って、小電力カメラのバッテリー装着部には、バ
ッテリー１とバッテリー１Ａとバッテリー１Ｂの何れもが装着可能であり、バッテリー１
とバッテリー１Ａとバッテリー１Ｂの何れもが小電力カメラに使用することが可能である
バッテリーであることが識別される。
【０２３３】
　中電力カメラは、バッテリー装着部に右側に位置された識別用突部９０Ｃを有しており
、識別用突部９０Ｃが識別溝３０の第１の識別部３１と識別溝３０Ａの第１の識別部３１
Ａの何れにも挿入可能とされている。識別用突部９０Ｃは、バッテリー１において右側に
位置された識別溝３０の第１の識別部３１とバッテリー１Ａにおいて右側に位置された識
別溝３０Ａの第１の識別部３１Ａに挿入される。一方、識別用突部９０Ｃは、バッテリー
１Ｂの右側に識別溝が形成されていないため、バッテリー１Ｂとは干渉する。
【０２３４】
　従って、中電力カメラのバッテリー装着部には、バッテリー１Ａとバッテリー１の何れ
もが装着可能であるが、バッテリー１Ｂは装着不能であり、バッテリー１Ａとバッテリー
１の何れもが中電力カメラに使用することが可能であるバッテリーであることが識別され
、バッテリー１Ｂは中電力カメラに使用することができないバッテリーであることが識別
される。
【０２３５】
　大電力カメラは、バッテリー装着部に右側に位置された識別用突部９０Ｂを有しており
、識別用突部９０Ｂが識別溝３０Ａの第１の識別部３１Ａに挿入可能とされている。識別
用突部９０Ｂは、バッテリー１Ａにおいて右側に位置された識別溝３０Ａの第１の識別部
３１Ａに挿入される。一方、識別用突部９０Ｂは、バッテリー１において右側に位置され
た識別溝３０の第１の識別部３１には挿入可能であるが途中までしか挿入されず、バッテ
リー１のコネクター３３の接続端子３５には電極端子９５が接続されない。また、識別用
突部９０Ｂは、バッテリー１Ｂの右側に識別溝が形成されていないため、バッテリー１Ｂ
とは干渉する。
【０２３６】
　従って、大電力カメラのバッテリー装着部には、バッテリー１Ａが装着可能であるが、
バッテリー１とバッテリー１Ｂは装着不能であり、バッテリー１Ａが大電力カメラに使用
することが可能であるバッテリーであることが識別され、バッテリー１とバッテリー１Ｂ
は大電力カメラに使用することができないバッテリーであることが識別される。
【０２３７】
　充電器８０は、バッテリー装着部８３に左側に位置された識別用突部９０を有しており
、識別用突部９０が識別溝３０に挿入可能とされている。識別用突部９０は、バッテリー
１とバッテリー１Ａとバッテリー１Ｂにおいて何れも左側に位置された識別溝３０に挿入
される。
【０２３８】
　従って、充電器８０のバッテリー装着部８３には、バッテリー１とバッテリー１Ａとバ
ッテリー１Ｂの何れもが装着可能であり、バッテリー１とバッテリー１Ａとバッテリー１
Ｂの何れもが充電器８０に使用することが可能であるバッテリーであることが識別される
。
【０２３９】
　尚、上記には、充電容量の相違によるバッテリーの識別に関する例を示したが、識別溝
３０等による識別は充電容量の相違による識別に限られることはなく、例えば、充電可能
なタイプか否かの相違や充電速度の相違等の他の相違に関する識別にも適用することが可
能である。
【０２４０】
　また、上記には、長さが異なる第１の識別部３１と第２の識別部３２の二つの部分によ
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り構成された識別溝３０の例を示したが、識別溝３０は長さが異なる三つ以上の識別部に
よって構成されていてもよい。
【０２４１】
　上記したように、バッテリー１（バッテリー１Ａ、１Ｂ）には筐体２に接続機器の識別
を行うための識別溝３０が形成され、識別溝３０は長さが異なる複数の識別部が連続して
形成されている。
【０２４２】
　従って、長さが異なる複数の識別部の間に識別部を仕切る部分が存在しないため、識別
溝３０の識別部が連続する方向における大きさが複数の識別部を合計した大きさになり、
高い識別性を確保した上でバッテリー１の小型化を図ることができる。
【０２４３】
　また、識別部として第１の識別部３１と第２の識別部３２が形成されているため、識別
溝３０の識別部が連続する方向における大きさが第１の識別部３１と第２の識別部３２を
合計した大きさになり、識別性の向上を図った上でバッテリー１の小型化を図ることがで
きる。
【０２４４】
　さらに、識別溝３０は複数の識別部が幅方向に連続して形成されているため、識別溝３
０の幅方向における大きさが複数の識別部を合計した大きさになり、複数の識別溝が幅方
向に離隔して形成された場合に比し、識別性の向上を図った上で幅方向におけるバッテリ
ー１の小型化を図ることができる。
【０２４５】
　さらにまた、複数の識別部は長さが短い順に幅が小さくされている。例えば、第１の識
別部３１と第２の識別部３２においては、長さの短い第２の識別部３２の幅が長さの長い
第１の識別部３１の幅より小さくされている。
【０２４６】
　従って、識別溝３０の幅方向における大きさが、同一の幅の識別部が形成された場合の
合計の幅より小さくなり、識別性の向上を図った上で幅方向におけるバッテリー１の一層
の小型化を図ることができる。
【０２４７】
　加えて、二つの識別溝３０、３０が幅方向に離隔して形成されているため、二つの識別
溝３０、３０を用いて接続機器の識別を行うことが可能になり、識別可能な接続機器の種
類を増やすことができる。
【０２４８】
　尚、この場合に、二つの識別溝３０、３０の形状や大きさを異なるように形成すること
も可能である。
【０２４９】
　また、識別溝３０は第１の識別部３１と第２の識別部３２が異なる形状に形成されてい
てもよい（図５５参照）。識別溝３０は、例えば、第２の識別部３２が略三角柱状の空間
に形成されていてもよく、識別溝３０がこのような形状に形成されることにより、識別溝
３０の内底面３０ａのうち第２の識別部３２の領域の部分が傾斜面３２ｃとして形成され
る。傾斜面３２ｃは左右方向において連続する第１の識別部３１の反対側に位置する側面
１３に近付くに従って底面１２側に変位するように傾斜されている。
【０２５０】
　識別溝３０は第１の被ガイド溝２２の近傍に形成される部分であり、識別溝３０がこの
ような形状に形成されることにより、筐体２における第１の被ガイド溝２２と識別溝３０
の間の部分の厚み（幅）が大きくなり、第１の被ガイド溝２２の周辺の部分を補強するこ
とができる。
【０２５１】
　さらに、上記には、長さの異なる第１の識別部３１と第２の識別部３２が幅方向に連続
された識別溝３０を例として示したが、識別溝３０に代えて識別溝３０Ｘが形成されてい
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てもよい（図５６参照）。識別溝３０Ｘは上下方向（深さ方向）において大きさが異なる
第１の識別部３１Ｘと第２の識別部３２Ｘが連続されて構成されており、例えば、第１の
識別部３１Ｘが第２の識別部３２Ｘより長さが長くされ、第１の識別部３１が第２の識別
部３２の下側に連続して形成されている。
【０２５２】
　尚、識別溝３０Ｘも識別溝３０と同様に、長さが異なる三つ以上の識別部によって構成
されていてもよい。
【０２５３】
　このように複数の識別部が深さ方向に連続して形成されることにより、識別溝３０Ｘの
深さ方向における大きさが複数の識別部を合計した大きさになり、複数の識別溝が深さ方
向に離隔して形成された場合に比し、識別性の向上を図った上で深さ方向（上下方向）に
おけるバッテリー１の小型化を図ることができる。
【０２５４】
　また、識別溝３０Ｘの複数の識別部は長さが短い順に深さが小さくされていてもよい。
【０２５５】
　識別溝３０Ｘがこのような構成にされることにより、識別溝３０Ｘの深さ方向における
大きさが同一の深さの識別部が形成された場合の合計の深さより小さくなり、識別性の向
上を図った上で深さ方向におけるバッテリー１の一層の小型化を図ることができる。
【０２５６】
　＜変形例＞
　以下に、バッテリー１における各部の変形例について説明する（図５７乃至図５９参照
）。
【０２５７】
　第１の変形例は、凹部形成面の変形例である（図５７及び図５８参照）。第１の変形例
に係る凹部形成面２９Ａは壁部２９ｄ、２９ｄを有している。壁部２９ｄ、２９ｄはそれ
ぞれベース部２９ａに連続する第１の傾斜面４０、４０と第１の傾斜面４０、４０に連続
する中間面４１、４１と中間面４１、４１に連続する第２の傾斜面４２、４２とから成る
。
【０２５８】
　第１の傾斜面４０、４０はベース部２９ａの前端に連続され、前方へ行くに従って左右
方向において互いに離隔する方向へ傾斜されている。中間面４１、４１は第１の傾斜面４
０、４０の前端に連続され、前方を向く面として形成されている。第２の傾斜面４２、４
２は中間面４１、４１の左右方向における外端に連続され、前方へ行くに従って左右方向
において互いに離隔する方向へ傾斜されている。
【０２５９】
　第１の傾斜面４０は中間面４１に対する傾斜角度が第２の傾斜面４２の中間面４１に対
する傾斜角度より大きくされている。但し、第１の傾斜面４０の中間面４１に対する傾斜
角度は、第２の傾斜面４２の中間面４１に対する傾斜角度より小さくされていてもよく、
第２の傾斜面４２の中間面４１に対する傾斜角度と同じにされていてもよい。
【０２６０】
　また、第１の傾斜面４０は傾斜された方向における幅が第２の傾斜面４２の傾斜された
方向における幅より大きくされている。但し、第１の傾斜面４０は傾斜された方向におけ
る幅は、第２の傾斜面４２の傾斜された方向における幅より小さくされていてもよく、第
２の傾斜面４２の傾斜された方向における幅と同じにされていてもよい。
【０２６１】
　上記のような壁部２９ｄ、２９ｄを有する凹部形成面２９Ａが形成されることにより、
筐体２における壁部２９ｄ、２９ｄの後側の部分の前後の厚みが大きくなり、筐体２の強
度の向上を図ることができる。
【０２６２】
　第２の変形例は、コネクターの変形例である（図５９参照）。第２の変形例に係るコネ
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クター３３Ａは非導電性材料によって形成されたハウジング３４と導電性材料によって形
成された接続端子３５、３５、３５とを有している。ハウジング３４には接続端子３５、
３５、３５が配置された端子配置溝３６、３６、３６が形成されているが、位置決め溝３
７、３７は形成されていない。
【０２６３】
　端子配置溝３６、３６、３６にはそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子として機能す
る接続端子３５、３５、３５が配置されている。尚、コネクター３３Ａにおいて、二つの
端子配置溝３６、３６又は四つの端子配置溝３６、３６、・・・が形成されていてもよい
。コネクター３３Ａに二つの端子配置溝３６、３６が形成される場合には、二つの端子配
置溝３６、３６にそれぞれ正極端子と負極端子が配置され、コネクター３３Ａに四つの端
子配置溝３６、３６、・・・が形成される場合には、四つの端子配置溝３６、３６、・・
・にそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子と通信端子が配置される。
【０２６４】
　コネクター３３Ａが用いられる場合には、位置決め溝３７、３７がそれぞれ筐体２にお
けるコネクター３３Ａの左右両側に形成される。
【０２６５】
　上記のようなコネクター３３Ａが用いられることにより、筐体２における配置凹部２７
の両側の部分の左右方向における幅が大きくなり、筐体２の強度の向上を図ることができ
る。
【０２６６】
　＜別のバッテリーの構成＞
　次に、バッテリー１とは別のバッテリー１Ｃの構成について説明する（図６０及び図６
１参照）。
【０２６７】
　尚、以下に示すバッテリー１Ｃは、上記したバッテリー１と比較して、コネクターが存
在しないことのみが相違し、それ以外の各部の構成及び各部間の位置関係や大きさはバッ
テリー１と同様である。従って、以下には、バッテリー１と比較して異なる部分について
のみ詳細に説明をし、その他の部分についてはバッテリー１における同様の部分に付した
符号と同じ符号を付して説明は省略する。
【０２６８】
　底部２１の前端部には凹部２７Ｃが形成されている（図６０参照）。凹部２７Ｃの左右
方向における略中央部に形成され、前方及び下方に開口されている。
【０２６９】
　凹部２７Ｃは凹部形成面２９Ｃによって形成されている。凹部形成面２９Ｃはベース部
２９ｅと壁部２９ｂ、２９ｂと中間部２９ｃとから成る。
【０２７０】
　ベース部２９ｅは前方を向く状態にされている。壁部２９ｂ、２９ｂはそれぞれベース
部２９ｅの左右両端に連続され、前方に行くに従って左右方向において互いに離隔する傾
斜面として形成されている。中間部２９ｃは下方を向き壁部２９ｂ、２９ｂの下縁間に形
成されている。
【０２７１】
　筐体２Ｃにおける凹部２７Ｃの後側に連続する部分には、端子配置溝３６Ｃ、３６Ｃ、
３６Ｃが左右に離隔して形成されている。端子配置溝３６Ｃは下方及び前方に開口され前
方の開口がベース部２９ｅに形成されている。接続端子３５、３５、３５は少なくとも一
部がそれぞれ端子配置溝３６Ｃ、３６Ｃ、３６Ｃに配置された状態で筐体２Ｃに保持され
ている。バッテリー１Ｃにおいては、コネクターが設けられておらず、接続端子３５、３
５、３５が端子部として構成される。
【０２７２】
　筐体２Ｃには左右方向において端子配置溝３６Ｃ、３６Ｃ、３６Ｃの外側にそれぞれ前
方及び下方に開口された位置決め溝３７Ｃ、３７Ｃが形成されている。
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【０２７３】
　筐体２Ｃにおける端子配置溝３６Ｃ、３６Ｃ、３６Ｃ間の部分は端子隔離リブ２ｂ、２
ｂとして設けられ、筐体２Ｃにおける端子配置溝３６Ｃ、３６Ｃと位置決め溝３７Ｃ、３
７Ｃの間の部分は溝間リブ２ｃ、２ｃとして設けられている。端子隔離リブ２ｂの左右方
向における幅は、接続端子３５、３５、３５同士の接触を防止できるように、溝間リブ２
ｃの左右方向における幅より大きくされている。
【０２７４】
　尚、上記には、位置決め溝３７Ｃ、３７Ｃが凹部２７Ｃに連続する位置に形成された例
を示したが、位置決め溝３７Ｃ、３７Ｃはそれぞれ筐体２Ｃにおける凹部２７Ｃの左右両
側に形成されていてもよい（図６１参照）。
【０２７５】
　また、バッテリー１Ｃにおいては、バッテリー１と同様に、二つの端子配置溝３６Ｃ、
３６Ｃ又は四つの端子配置溝３６Ｃ、３６Ｃ、・・・が形成されていてもよい。
【０２７６】
　上記したように、バッテリー１Ｃにあっては、コネクターが設けられておらず、端子配
置溝３６Ｃと位置決め溝３７Ｃが筐体２Ｃに形成されているため、構造の簡素化及び部品
点数の削減による製造コストの低減を図ることができる。
【０２７７】
　＜別の接続機器の構成例＞
　以下に、複数のバッテリー１、１、・・・（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）が接続される接続機器
の別の一例として、充電器１１０について説明する（図６２参照）。充電器１１０には複
数、例えば、四つのバッテリー１、１、・・・が装着可能にされている。
【０２７８】
　充電器１１０は筐体１１１を有している。筐体１１１は上下に位置する天板部１１２及
び底板部１１３と天板部１１２及び底板部１１３の間に位置する仕切板部１１４とを有し
ている。充電器１１０には前後左右に仕切られた凹状のバッテリー装着部１１５、１１５
、・・・が形成されている。
【０２７９】
　バッテリー装着部１１５は充電器８０（図２５等参照）のバッテリー装着部８３と同様
の構成にされている。バッテリー装着部１１５、１５、・・・にはそれぞれバッテリー１
、１、・・・が着脱可能にされ、バッテリー装着部１１５、１５、・・・にバッテリー１
、１、・・・を装着することにより同時に全てのバッテリー１、１、・・・に対する充電
を行うことができる。
【０２８０】
　充電器１１０には図示しない電源ケーブルが接続可能にされており、電源ケーブルを充
電器１１０に接続することによりバッテリー１、１、・・・に対する商用電源からの充電
を行うことが可能になる。尚、充電器１１０のバッテリー装着部１１５には上記したバッ
テリー１Ａ、１Ｂ、１Ｃも装着することが可能にされている。
【０２８１】
　＜給電器の構成例＞
　次に、充電器１１０に接続可能な給電器１１６について説明する（図６２乃至図６８参
照）。
【０２８２】
　充電器１１０にはケーブル３００を介して給電器１１６を接続することが可能にされて
いる（図６２参照）。給電器１１６はケーブル３００の一端部に接続されている。
【０２８３】
　給電器１１６は筐体１１７の内外に所要の各部が配置されて構成されている（図６３乃
至図６８参照）。給電器１１６は外形状が上記したバッテリー１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃの外
形状より小さくされている。
【０２８４】
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　筐体１１７は略直方体状に形成され、ケースカバー（上ケース）１１８と収容ケース（
下ケース）１１９が上下で結合されて成る。ケースカバー１１８は下方に開口された箱状
に形成されている。収容ケース１１９は上方に開口された箱状に形成されている。ケース
カバー１１８と収容ケース１１９が上下で結合されて筐体１１７が構成された状態におい
て、筐体１１７の内部空間が収容空間として形成される。
【０２８５】
　筐体１１７は外面１２０が天面１２１と底面１２２と側面１２３、１２３と前面１２４
と後面１２５を有し、前後方向（長さ方向）の大きさが左右方向（幅方向）の大きさより
大きくされ、左右方向（幅方向）の大きさが上下方向（高さ方向）の大きさより大きくさ
ている。筐体１１７には天面１２１と側面１２３、１２３の間にそれぞれ上側斜面１２６
、１２６が形成されている。上側斜面１２６、１２６は天面１２１から側面１２３、１２
３に近付くに従って下方に変位されている。筐体１１７には底面１２２と側面１２３、１
２３の間にそれぞれ下側斜面１２７、１２７が形成されている。下側斜面１２７、１２７
は底面１２２から側面１２３、１２３に近付くに従って上方に変位されている。上側斜面
１２６、１２６と下側斜面１２７、１２７は何れも平面状に形成されている。
【０２８６】
　天面１２１と底面１２２と側面１２３、１２３と前面１２４と後面１２５と上側斜面１
２６、１２６と下側斜面１２７、１２７は何れも外装面１２８、１２８、・・・として形
成されている。
【０２８７】
　筐体１１７の下端部における前端側の位置にはロック用凹部１２９が形成されている。
ロック用凹部１２９は下方、前方及び側方（左右両方）に開口され、前側に位置された横
長の導入部１２９ａと導入部１２９ａの後側に連続された被挿入部１２９ｂとから成る。
被挿入部１２９ｂは下方及び前方に開口されている。
【０２８８】
　被挿入部１２９ｂには側方に突出された被ロック爪１３０が設けられている。被ロック
爪１３０は後方へ行くに従って側方（突出方向）に変位する傾斜面１３０ａと傾斜面１３
０ａの後端に連続され後方を向く被規制面１３０ｂとを有している。
【０２８９】
　筐体１１７の後端部には後方及び側方（左右両方）に開口された凹状部１３１が形成さ
れている。凹状部１３１は筐体１１７の上下方向における中央部に形成されている。凹状
部１３１を形成する後方を向く面は孔形成面１３２として形成されている。筐体１１７に
は孔形成面１３２の左右方向における中央部に開口された接続孔１３２ａが形成され、接
続孔１３２ａにケーブル３００が挿入されてケーブル３００が給電器１１６に接続される
。
【０２９０】
　筐体１１７の上端部における前端部には凹部１３３が形成されている。凹部１３３は左
右方向における略半分の部分に形成され、上方及び側方に開口されている。
【０２９１】
　筐体１１７の上端部における前端部には外部用コネクター１３４が配置されている。外
部用コネクター１３４は凹部１３３の側方に配置されている。外部用コネクター１３４は
後述する撮像装置等の電極端子に接続される部分であり、端子部として機能し、少なくと
も正極端子と負極端子を有している。
【０２９２】
　外部用コネクター１３４は非導電性材料によって形成されたハウジング１３５と導電性
材料によって形成された接続端子１３６、１３６、１３６とを有し、接続端子１３６、１
３６、１３６は少なくとも一部がそれぞれハウジング１３５に形成された端子配置溝１３
７、１３７、１３７に配置された状態でハウジング１３５に保持されている。接続端子１
３６は金属片の一端部が所定の部分から左右に分岐された一対の接点部を有し、一対の接
点部は先端部が互いに接する方向への弾性を有し接した状態又は近接した状態で端子配置
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溝１３７に配置されている。
【０２９３】
　接続端子１３６、１３６、１３６はそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子として機能
し、左右方向において順に正極端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正
極端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置にされている。
【０２９４】
　情報端子は給電器１１６の内部温度を撮像装置等が認識するために用いられる他に、撮
像装置等が給電器１１６の充電残量や劣化情報等の給電器１１６の各種の情報を認識する
ために用いられる。
【０２９５】
　尚、外部用コネクター１３４には二つの端子配置溝１３７、１３７と二つの接続端子１
３６、１３６が設けられていてもよい。二つの接続端子１３６、１３６が設けられる場合
には、二つの接続端子１３６、１３６がそれぞれ正極端子と負極端子として機能し、左側
から順に正極端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正極端子と負極端子が並ぶ配置
にされる。また、外部用コネクター１３４には四つの端子配置溝１３７、１３７、・・・
と四つの接続端子１３６、１３６、・・・が設けられていてもよい。四つの接続端子１３
６、１３６、・・・が設けられる場合には、四つの接続端子１３６、１３６、・・・がそ
れぞれ正極端子と負極端子と情報端子と通信端子として機能し、左側から順に正極端子と
情報端子と通信端子と負極端子が並ぶ配置、右側から順に正極端子と情報端子と通信端子
と負極端子が並ぶ配置、左側から順に正極端子と通信端子と情報端子と負極端子が並ぶ配
置又は右側から順に正極端子と通信端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置にされる。通信
端子は撮像装置等が給電器１１６の充電残量や劣化情報等の給電器１１６の各種の情報を
認識するために用いられ、この場合に情報端子は専ら温度情報を撮像装置等に知らせるた
めに用いられる。
【０２９６】
　端子配置溝１３７、１３７、１３７は前方及び上方に開口され左右に離隔して形成され
ている。ハウジング１３５には左右方向において端子配置溝１３７、１３７、１３７の外
側にそれぞれ前方及び上方に開口された位置決め溝１３８、１３８が形成されている。
【０２９７】
　外部用コネクター１３４は接続端子１３６、１３６、１３６の一端部がそれぞれ筐体１
１７の内部に配置された図示しない回路基板に接続されている。
【０２９８】
　筐体１１７の上端寄りの部分における前端部には内部用コネクター１３９が配置されて
いる。内部用コネクター１３９は凹部１３３の下側かつ外部用コネクター１３４の側方に
配置されている。内部用コネクター１３９は後述するアダプターの接続端子に接続される
部分であり、端子部として機能する。
【０２９９】
　内部用コネクター１３９は非導電性材料によって形成されたハウジング１４０と導電性
材料によって形成された接続端子１４１、１４１、１４１とを有し、接続端子１４１、１
４１、１４１は少なくとも一部がそれぞれハウジング１４０に形成された端子配置溝１４
２、１４２、１４２に配置された状態でハウジング１４０に保持されている。接続端子１
４１、１４１、１４１はそれぞれ外部用コネクター１３４の接続端子１３６、１３６、１
３６に図示しない基板や配線によって接続されている。
【０３００】
　尚、内部用コネクター１３９の接続端子１４１は、外部用コネクター１３４の接続端子
１３６の数に応じて二つ又は四つが設けられていてもよい。
【０３０１】
　端子配置溝１４２、１４２、１４２は前方及び上方に開口され左右に離隔して形成され
ている。ハウジング１４０には左右方向において端子配置溝１４２、１４２、１４２の外
側にそれぞれ前方及び上方に開口された位置決め溝１４３、１４３が形成されている。
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【０３０２】
　接続端子１４１は略左右方向へ弾性変形可能にされ、端子配置溝１４２に挿入された状
態でハウジング１４０に保持されている。
【０３０３】
　上記のように構成された給電器１１６はタイプＡの撮像装置１００に形成されたバッテ
リー装着部１０１に挿入されて装着される（図６９参照）。尚、撮像装置１００は、例え
ば、上記した小電力カメラ（図５０参照）に相当する。
【０３０４】
　給電器１１６はケーブル３００と図示しない接続器を介して商用電源に接続可能であり
、この場合には接続器とケーブル３００と給電器１１６を介して撮像装置１００に電源が
供給される。
【０３０５】
　また、給電器１１６はケーブル３００を介して一つ又は複数のバッテリー１（１Ａ、１
Ｂ、１Ｃ）が装着されている充電器１１０に接続された状態で撮像装置１００のバッテリ
ー装着部１０１に装着され、一つ又は複数のバッテリー１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）の電力を
撮像装置１００に供給することが可能である。複数のバッテリー１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）
が充電器１１０に装着されている場合には、撮像装置１００への電力の供給量及び供給時
間を増やすことが可能であり、長時間の撮影や動画撮影に好適である。
【０３０６】
　＜アダプターの構成＞
　次に、アダプター１５０の構成について説明する（図７０乃至図７９参照）。
【０３０７】
　アダプター１５０は筐体１５１の内外に所要の各部が配置されて構成されている。アダ
プター１５０は外形状が上記したバッテリー１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃの外形状と略同じ大き
さにされている。
【０３０８】
　筐体１５１は後方に開口された箱状に形成され、ケースカバー（上ケース）１５２と収
容ケース（下ケース）１５３が上下で結合されて成る。ケースカバー１５２は下方及び後
方に開口された箱状に形成されている。収容ケース１５３は後端部を除いた部分が上方に
開口された箱状に形成され後端部が前後に貫通された環状部１５３ａとして設けられてい
る。ケースカバー１５２は収容ケース１５３の上方に開口された部分に上方から結合され
ている。ケースカバー１５２と収容ケース１５３が結合されて筐体１５１が構成された状
態において、筐体１５１の内部空間が収容空間として形成される。
【０３０９】
　筐体１５１は外面１５４が天面１５５と底面１５６と側面１５７、１５７と前面１５８
と後面１５９を有し、前後方向（長さ方向）の大きさが左右方向（幅方向）の大きさより
大きくされ、左右方向（幅方向）の大きさが上下方向（高さ方向）の大きさより大きくさ
ている。筐体１５１には天面１５５と側面１５７、１５７の間にそれぞれ斜面１６０、１
６０が形成されている。斜面１６０、１６０は天面１５５から側面１５７、１５７に近付
くに従って下方に変位されている。筐体１５１の内面側には左右両側部における後端寄り
の位置にそれぞれ板支持部１６１、１６１が設けられている。下側斜面１６１、１６１は
底面１５６から側面１５７、１５７に近付くに従って上方に変位されている。後面１５９
に形成された開口縁は後側開口縁１６３として形成されている。
【０３１０】
　天面１５５と底面１５６と側面１５７、１５７と前面１５８と後面１５９と斜面１６０
、１６０は何れも外装面１６２、１６２、・・・として形成されている。
【０３１１】
　筐体１５１における後側開口縁１６３の上端部には上側傾斜縁１６３ａ、１６３ａが左
右に離隔して形成され後側開口縁１６３の下端部には下側傾斜縁１６３ｂ、１６３ｂが左
右に離隔して形成されている。上側傾斜縁１６３ａ、１６３ａは後側開口縁１６３の左右
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両端部に形成され、互いに近付くに従って上方に変位するように直線状に傾斜されている
。下側傾斜縁１６３ｂ、１６３ｂは後側開口縁１６３の左右両端部に形成され、互いに近
付くに従って下方に変位するように直線状に傾斜されている。
【０３１２】
　筐体１５１の下端部における左右両側部にはそれぞれ切欠１５１ａ、１５１ａが形成さ
れている。切欠１５１ａは側方（左方又は右方）、下方、前方及び後方に開口され、下方
を向き前後に延びる段差面１６４と側方を向き前後に延びる溝形成面１６５とによって形
成されている。段差面１６４は外縁が側面１５７の下縁に連続されている。溝形成面１６
５は上縁が段差面１６４の内縁に連続され下縁が底面１５６の側縁に連続されている。段
差面１６４と溝形成面１６５はそれぞれ前面１５８から後面１５９に亘って連続して形成
されている。
【０３１３】
　段差面１６４と底面１５６は互いに略平行な平面として形成され、溝形成面１６５の前
端部を除く部分と側面１５７は互いに略平行な平面として形成されている。溝形成面１６
５、１６５の前端部は前面１５８に近付くに従って互いに近付く方向に変位する外方に凸
の曲面１６５ａ、１６５ａとして形成されている。
【０３１４】
　上記のようにアダプター１５０は溝形成面１６５、１６５の前端部がそれぞれ曲面１６
５ａ、１６５ａとして形成されているため、応力集中が生じ難いと共に万が一の落下時等
に地面等に接触し難く、衝撃の緩和を図ることができると共に破損の発生を低減すること
ができる。
【０３１５】
　筐体２は段差面１６４、１６４を含む仮想的な面よりも上側の部分である本体部１６６
と、この仮想的な面よりも下側の部分である底部１６７とにより構成されている。段差面
１６４、１６４は本体部１６６に含まれる。底部１６７は本体部１６６より左右の幅が小
さくされ、左右方向において側面１５７、１５７間の距離が溝形成面１６５、１６５間の
距離より大きくされている。
【０３１６】
　底部１６７の左右両側部にはそれぞれ被ガイド溝１６８、１６８が形成されている。被
ガイド溝１６８は溝形成面１６５に開口されている。被ガイド溝１６８は底部１６７の前
端部に形成され、側方及び前方に開口されている。
【０３１７】
　底部１６７の前端部における下端部には配置凹部１６９が形成されている。配置凹部１
６９は左右方向における略中央部に形成され、前方及び下方に開口されている。筐体１５
１には配置凹部１６９の前端部を除く部分に連通され上下に貫通された配置孔１７０が形
成されている。
【０３１８】
　被ガイド溝１６８の上縁１６８ａは段差面１６４より下側に位置され、被ガイド溝１６
８と段差面１６４の間には溝形成面１６５の一部が存在する。従って、溝形成面１６５の
下端から被ガイド溝１６８の上縁１６８ａまでの距離は溝形成面１６５の上端から下端ま
での距離より小さくされている。また、被ガイド溝１６８の上下の距離（溝幅）は、溝形
成面１６５の上端から上縁１６８ａまでの距離より大きくても小さくてもよく、被ガイド
溝１６８の上下の距離が溝形成面１６５の上端から上縁１６８ａまでの距離と同じであっ
てもよい。被ガイド溝１６８の下縁１６８ｂは溝形成面１６５の下縁より上側に位置され
ている。
【０３１９】
　配置凹部１６９は凹部形成面１７１によって形成されている（図７１参照）。凹部形成
面１７１はベース部１７１ａと壁部１７１ｂ、１７１ｂと中間部１７１ｃとから成る。
【０３２０】
　ベース部１７１ａは前方に開口されたコ字状に形成され、水平方向を向く状態にされて



(38) JP 6961985 B2 2021.11.5

10

20

30

40

50

いる。壁部１７１ｂ、１７１ｂはそれぞれベース部１７１ａの前端に連続され、前方に行
くに従って左右方向において互いに離隔する傾斜面として形成されている。即ち、左側の
壁部１７１ｂは前方に行くに従って左側の側面１５７に近付く傾斜面に形成され、右側の
壁部１７１ｂは前方に行くに従って右側の側面１５７に近付く傾斜面に形成されている。
尚、壁部１７１ｂ、１７１ｂにおいては、一方の壁部１７１ｂが傾斜面に形成され、他方
の壁部１７１ｂが傾斜されず左方又は右方を向く面に形成されていてもよい。中間部１７
１ｃは下方を向き壁部１７１ｂ、１７１ｂの上縁間に形成されている。壁部１７１ｂ、１
７１ｂは左右方向を向く面に対して、例えば、４５度傾斜されている。
【０３２１】
　中間部１７１ｃは段差面１６４より下方に位置され、被ガイド溝１６８と略同じ高さに
位置され、又は、上縁１６８ａより僅かに下方に位置されている。但し、中間部１７１ｃ
は上縁１６８ａより上方に位置されていてもよい。
【０３２２】
　尚、壁部１７１ｂは、上記した凹部形成面２９Ａに設けられた壁部２９ｄ（図５７及び
図５８参照）と同様に、第１の傾斜面と第１の傾斜面に連続する中間面と中間面に連続す
る第２の傾斜面とから成る形状に形成されていてもよい。
【０３２３】
　底部１６７の前端部には凹部形成面１７１の側方に識別溝１７２が形成されている（図
７１及び図７４参照）。識別溝１７２は所定の機能を有する機能溝としての役割を有し、
例えば、撮像装置等の種類を識別する。尚、機能溝は識別溝１７２に限られることはなく
、機能溝として、例えば、識別溝１７２に代えて撮像装置等に対する位置決めを行う位置
決め溝や撮像装置等の接続状態等を検出する検出溝等の識別以外の他の機能を有する溝が
形成されていてもよい。
【０３２４】
　但し、所定の機能が撮像装置等の種類を識別する識別機能であることにより、機能溝に
よって撮像装置等の種類が識別され、アダプターが撮像装置等に装着されることにより、
また、アダプターが撮像装置等に装着されない状態になることにより、アダプターが接続
される撮像装置等の種類を容易に識別することができる。
【０３２５】
　尚、所定の機能はアダプター自体の種類を識別する機能であってもよい。
【０３２６】
　識別溝１７２は前後の長さが異なる第１の識別部１７３と第２の識別部１７４が左右方
向において連続して形成されて成る。
【０３２７】
　第１の識別部１７３と第２の識別部１７４はそれぞれ第１の機能部と第２の機能部とし
ての役割を有している。
【０３２８】
　識別溝１７２を形成する面のうち上側に位置する下方を向く面は内底面１７２ａとして
形成されている。内底面１７２ａは凹部形成面１７１のうち上側に位置する下方を向く面
である中間部１７１ｃより下方に位置されている。従って、識別溝１７２の上下方向にお
ける深さは配置凹部１６９の上下方向における深さより浅くされている。内底面１７２ａ
は被ガイド溝１６８の上縁１６８ａと段差面１６４より下方に位置されている。また、内
底面１７２ａは被ガイド溝１６８の下縁１６８ｂより上方に位置されている。但し、内底
面１７２ａは、下縁１６８ｂより下方に位置されていてもよく、下縁１６８ｂと同じ高さ
に位置されていてもよい。
【０３２９】
　識別溝１７２を形成する面のうち、第１の識別部１７３における後側に位置する前方を
向く面は奥底面１７３ａとして形成され、第２の識別部１７４における後側に位置する前
方を向く面は奥底面１７４ａとして形成されている。奥底面１７３ａは凹部形成面１７１
のうちベース部１７１ａにおける最も後側に位置する前方を向く面より前方に位置されて
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いる。奥底面１７３ａ、１７４ａは被ガイド溝１６８の後端縁より前方に位置されている
。但し、奥底面１７３ａ、１７４ａは、被ガイド溝１６８の後端縁より後方に位置されて
いてもよく、前後方向において被ガイド溝１６８の後端縁と同じ位置にあってもよい。
【０３３０】
　第１の識別部１７３は第２の識別部１７４より前後の長さが長くされ、奥底面１７３ａ
が奥底面１７４ａより稍後側に位置され、第１の識別部１７３は第２の識別部１７４より
配置凹部１６９側に位置されている。第２の識別部１７４は左右方向の幅が第１の識別部
１７３の左右方向の幅より小さくされている。
【０３３１】
　収容ケース１５３には前面板部１７５の直ぐ後側に内壁部１７６が設けられている（図
７８及び図７９参照）。内壁部１７６は略前後方向を向く覆い部１７６ａと覆い部１７６
ａにおける上端部の一部から後方に突出された基板取付部１７６ｂとを有している。収容
ケース１５３の内部には、覆い部１７６ａと前面板部１５８の間に前側空間１５３ｂが形
成されている。覆い部１７６ａと底面板部１７７の間には下側空間１５３ｃが形成されて
いる。
【０３３２】
　筐体１５１の底面板部１７７には下方に開口された横長の支持凹部１７７ａと支持凹部
１７７ａに連通された連結用孔１７７ｂとが形成されている（図７１及び図７４参照）。
連結用孔１７７ｂは支持凹部１７７ａの一部に連通され、上下に貫通されている。
【０３３３】
　底面板部１７７にはロックレバー１７８が左右方向に移動自在に支持されている。ロッ
クレバー１７８は上下方向を向く操作板部１７９と操作板部１７９から上方に突出された
連結突部１８０と連結突部１８０から上方に突出されたロック突部１８１とを有している
（図７１及び図７８参照）。ロック突部１８１は前方へ行くに従って側方に変位する摺動
面１８１ａと摺動面１８１ａの前端に連続され前方を向く係止面１８１ｂとを有している
。
【０３３４】
　ロックレバー１７８は操作板部１７９が底面板部１７７の支持凹部１７７ａに挿入され
た状態で左右方向へ移動可能にされている。操作板部１７９の下面と底面１５６は同一平
面上に位置され、操作板部１７９が底面１５６から下方に突出しない状態にされている。
従って、アダプター１５０の上下方向における高さが大きくならず、小型化が図られてい
る。
【０３３５】
　ロックレバー１７８は連結突部１８０が連結用孔１７７ｂに挿通されロック突部１８１
が底面板部１７７の上側に位置されている。ロックレバー１７８は図示しないバネによっ
て左右方向における一方向へ付勢され、操作板部１７９はバネの付勢力によって左右方向
における一端縁が支持凹部１７７ａの左右方向における一方の開口縁に押し付けられ移動
が規制されている。
【０３３６】
　ロックレバー１７８は連結突部１８０がスライド板１８２に連結されている。スライド
板１８２は上下方向を向く略平板状に形成されている。スライド板１８２はロックレバー
１７８と一体になって底面板部１７７に対して左右方向へ移動可能にされており、バネの
付勢力によってロックレバー１７８と同じ方向へ付勢されている。
【０３３７】
　収容ケース１５３の内部には押さえ板１８３が配置されている（図７８及び図７９参照
）。押さえ板１８３は一部がネジ止め等によって収容ケース１５３に取り付けられている
。押さえ板１８３は前後方向を向く横長の受け面部１８４と受け面部１８４の左右両端部
からそれぞれ後方に突出された押さえ面部１８５、１８５とを有している。
【０３３８】
　受け面部１８４の中央部には略前後方向に弾性変形可能な受け片部１８４ａが設けられ
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ている。押さえ面部１８５、１８５は後端部がそれぞれ筐体１５１の両側部に設けられた
板支持部１６１、１６１に変位可能な状態で支持されている。押さえ面部１８５、１８５
は左右に変位するように受け面部１８４に対して弾性変形可能にされ、後端寄りの位置に
互いに近付く方向へ突出された押さえ部１８５ａ、１８５ａが設けられている。
【０３３９】
　筐体１５１の内部に設けられた内壁部１７６の基板取付部１７６ｂには、上面に第１の
基板１８６が取り付けられている。内壁部１７６の下側に形成された下側空間１５３ｃに
は第２の基板１８７が配置されている。第１の基板１８６と第２の基板１８７には、例え
ば、それぞれ三つずつの端子部が形成され、第１の基板１８６と第２の基板１８７は三つ
の端子部同士がそれぞれ電線１８８、１８８、１８８によって接続されている。電線１８
８、１８８、１８８は内壁部１７６の前側に形成された前側空間１５３ｂに位置されてい
る。
【０３４０】
　尚、第１の基板１８６と第２の基板１８７は三つの端子部同士がフレキシブルプリント
配線板によって接続されていてもよい。
【０３４１】
　内壁部１７６の基板取付部１７６ｂには、下面に中継用コネクター１８９が取り付けら
れている（図７３及び図７６参照）。中継用コネクター１８９は給電器１１６の内部用コ
ネクター１３９が接続される部分であり、端子部として機能する。
【０３４２】
　中継用コネクター１８９は非導電性材料によって形成されたハウジング１９０と導電性
材料によって形成された接続端子１９１、１９１、１９１とを有している。中継用コネク
ター１８９は接続端子１９１、１９１、１９１の一端部がそれぞれ第１の基板１８６の各
端子部に接続されている。
【０３４３】
　尚、中継用コネクター１８９の接続端子１９１は、給電器１１６における内部用コネク
ター１３９の接続端子１４１の数に応じて二つ又は四つが設けられていてもよい。
【０３４４】
　筐体１５１の配置凹部１６９には接続用コネクター１９２が配置されている（図７１及
び図７４参照）。接続用コネクター１９２は筐体１５１の左右方向における中央部に配置
されている。接続用コネクター１９２は撮像装置等の電極端子に接続される部分であり、
端子部として機能する。
【０３４５】
　接続用コネクター１９２は非導電性材料によって形成されたハウジング１９３と導電性
材料によって形成された接続端子１９４、１９４、１９４とを有し、接続端子１９４、１
９４、１９４は少なくとも一部がそれぞれハウジング１９３に形成された端子配置溝１９
５、１９５、１９５に配置された状態でハウジング１９３に保持されている。
【０３４６】
　接続端子１９４は金属片の一端部が所定の部分から左右に分岐された一対の接点部を有
し、一対の接点部は先端部が互いに接する方向への弾性を有し接した状態又は近接した状
態で端子配置溝１９５に配置されている。
【０３４７】
　接続端子１９４、１９４、１９４はそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子として機能
し、左右方向において順に正極端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正
極端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置にされている。
【０３４８】
　端子配置溝１９５、１９５、１９５は前方及び下方に開口され左右に離隔して形成され
ている。ハウジング１９３には左右方向において端子配置溝１９５、１９５、１９５の外
側にそれぞれ前方及び下方に開口された位置決め溝１９６、１９６が形成されている。
【０３４９】
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　端子配置溝１９５の最も天面１５５側に位置する面と位置決め溝１９６の最も天面１５
５側に位置する面とはそれぞれ内側底面１９５ａ、１９６ａとして形成され、内側底面１
９５ａ、１９６ａは上下方向における位置が略同じにされている。内側底面１９５ａ、１
９６ａは段差面１６４より下方に位置されている。また、内側底面１９５ａ、１９６ａは
、被ガイド溝１６８の上縁１６８ａより下方に位置され、被ガイド溝１６８の下縁１６８
ｂより上方に位置されている。
【０３５０】
　接続端子１９４は略左右方向へ弾性変形可能にされ、端子配置溝１９５に挿入された状
態でハウジング１９３に保持されている。
【０３５１】
　尚、接続用コネクター１９２の接続端子１９４は、中継用コネクター１８９の接続端子
１９１の数に応じて二つ又は四つが設けられていてもよい。
【０３５２】
　二つの接続端子１９４、１９４が設けられる場合には、二つの接続端子１９４、１９４
がそれぞれ正極端子と負極端子として機能し、左側から順に正極端子と負極端子が並ぶ配
置又は右側から順に正極端子と負極端子が並ぶ配置にされる。また、接続用コネクター１
９２には四つの端子配置溝１９５、１９５、・・・と四つの接続端子１９４、１９４、・
・・が設けられていてもよい。四つの接続端子１９４、１９４、・・・が設けられる場合
には、四つの接続端子１９４、１９４、・・・がそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子
と通信端子として機能し、左側から順に正極端子と情報端子と通信端子と負極端子が並ぶ
配置、右側から順に正極端子と情報端子と通信端子と負極端子が並ぶ配置、左側から順に
正極端子と通信端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正極端子と通信端
子と情報端子と負極端子が並ぶ配置にされる。
【０３５３】
　接続端子１９４、１９４、１９４は一端部がそれぞれ第２の基板１８７の各端子部に接
続されている。従って、接続用コネクター１９２の接続端子１９４、１９４、１９４は第
２の基板１８７と電線１８８、１８８、１８８と第１の基板１８６を介してそれぞれ中継
用コネクター１８９の接続端子１９１、１９１、１９１に接続されている。
【０３５４】
　上記したように、アダプター１５０にあっては、筐体１５１の配置凹部１６９を形成す
る面が凹部形成面１７１として形成され、外面１５４の前面１５８と接続用コネクター１
９２の間に凹部形成面１７１の一部である中間部１７１ｃが存在する。
【０３５５】
　従って、接続用コネクター１９２が筐体１５１の前面１５８より筐体１５１における内
側に位置されるため、落下時等において接続用コネクター１９２の破損や傷付きの発生を
低減することができる。
【０３５６】
　特に、落下衝撃により接続用コネクター１９２に衝撃力が伝達され難いため、接続端子
１９４を回路基板等に接続するための半田のクラックが生じ難く、電気的な接続不良の発
生を低減することもできる。
【０３５７】
　また、接続用コネクター１９２の破損や傷付きの発生が低減されるため、接続端子１９
４がハウジング１９３から露出され難く、接続用コネクター１９２の高い品質を確保する
ことができる。
【０３５８】
　尚、上記には、接続用コネクター１９２が筐体１５１の前面１５８より後方に位置され
た例を示したが、例えば、接続用コネクター１９２が筐体１５１の底面１５６より上方に
位置されていてもよい。
【０３５９】
　このように接続用コネクター１９２が筐体１５１の底面１５６より上方に位置されてい



(42) JP 6961985 B2 2021.11.5

10

20

30

40

50

る場合においても、落下時等において接続用コネクター１９２の破損や傷付きの発生を一
層低減することができる。
【０３６０】
　＜給電器のアダプターに対する着脱動作＞
　給電器１１６は、上記したように、タイプＡの撮像装置１００に形成されたバッテリー
装着部１０１に装着可能とされている他に、アダプター１５０に装着された状態でも使用
することが可能にされている。
【０３６１】
　給電器１１６は後方からアダプター１５０に挿入される（図６２及び図８０参照）。こ
のときアダプター１５０における筐体１５１の後側開口縁１６３に形成された上側傾斜縁
１６３ａ、１６３ａと下側傾斜縁１６３ｂ、１６３ｂが何れも直線状に傾斜されており、
給電器１１６の上側斜面１２６、１２６と下側斜面１２７、１２７が何れも平面状に形成
されており、上側傾斜縁１６３ａ、１６３ａと上側斜面１２６、１２６及び下側傾斜縁１
６３ｂ、１６３ｂと下側斜面１２７、１２７がそれぞれ干渉しない形状に形成されている
（図８１参照）。従って、給電器１１６がアダプター１５０の後側開口縁１６３から円滑
に挿入されていく。
【０３６２】
　給電器１１６がアダプター１５０に挿入されていくときには、側面１２３、１２３がそ
れぞれアダプター１５０における押さえ板１８３の押さえ部１８５ａ、１８５ａに摺動さ
れ、押さえ面部１８５、１８５が互いに離隔する方向へ押し広げられていく（図８２参照
）。従って、押さえ面部１８５、１８５が互いに離隔する方向へ弾性変形される。
【０３６３】
　このときアダプター１５０におけるロックレバー１７８のロック突部１８１が順に給電
器１１６におけるロック用凹部１２９の導入部１２９ａから被挿入部１２９ｂに相対的に
挿入されていき、被ロック爪１３０の傾斜面１３０ａがロックレバー１７８におけるロッ
ク突部１８１の摺動面１８１ａに摺動され、ロックレバー１７８とスライド板１８２がバ
ネの付勢力に反して一体になって側方における一方へ移動されていく。
【０３６４】
　さらに給電器１１６がアダプター１５０の奥側に挿入され被ロック爪１３０の傾斜面１
３０ａがロック突部１８１の摺動面１８１ａを乗り越えると、ロックレバー１７８とスラ
イド板１８２がバネの付勢力によって一体になって側方における他方へ移動され、被ロッ
ク爪１３０の被規制面１３０ｂにロック突部１８１の係止面１８１ｂが係止される（図８
３参照）。従って、給電器１１６のアダプター１５０に対する後方への移動がロックレバ
ー１７８によって規制され、給電器１１６がアダプター１５０にロックされる（図８３及
び図８４参照）。
【０３６５】
　給電器１１６がアダプター１５０にロックされた状態においては、給電器１１６の前面
１２４がアダプター１５０における押さえ板１８３の受け片部１８４ａに押し付けられて
受け片部１８４ａが弾性変形される（図８３参照）。また、押さえ面部１８５、１８５は
押さえ部１８５ａ、１８５ａがそれぞれ給電器１１６の側面１２３、１２３に弾性変形さ
れた状態で押し付けられている。従って、給電器１１６は前方と側方からそれぞれ押さえ
板１８３の受け片部１８４ａと押さえ部１８５ａ、１８５ａに押さえられ、安定した状態
でアダプター１５０に保持されて装着される。
【０３６６】
　上記のように給電器１１６がアダプター１５０に装着された状態においては、給電器１
１６における内部用コネクター１３９の接続端子１４１、１４１、１４１がそれぞれアダ
プター１５０における中継用コネクター１８９の接続端子１９１、１９１、１９１に接続
される。従って、内部用コネクター１３９の接続端子１４１、１４１、１４１がそれぞれ
中継用コネクター１８９の接続端子１９１、１９１、１９１と第１の基板１８６と電線１
８８、１８８、１８８と第２の基板１８７を介して接続用コネクター１９２の接続端子１
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９４、１９４、１９４に接続される。
【０３６７】
　上記のように給電器１１６が装着されたアダプター１５０はタイプＢの撮像装置２００
に形成されたバッテリー装着部２０１に挿入されて装着される（図８５参照）。タイプＢ
の撮像装置２００には、上記した撮像装置５０が含まれる。尚、撮像装置２００は、例え
ば、上記した中電力カメラ（図５１参照）に相当する。
【０３６８】
　給電器１１６はケーブル３００と図示しない接続器を介して商用電源に接続可能であり
、この場合には接続器とケーブル３００と給電器１１６とアダプター１５０を介して撮像
装置２００に商用電源から電源が供給される。
【０３６９】
　また、給電器１１６はケーブル３００を介して一つ又は複数のバッテリー１（１Ａ、１
Ｂ、１Ｃ）が装着されている充電器１１０に接続された状態で撮像装置２００のバッテリ
ー装着部２０１に装着され、一つ又は複数のバッテリー１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）の電力を
撮像装置２００に供給することが可能である。複数のバッテリー１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）
が充電器１１０に装着されている場合には、撮像装置２００への電力の供給量及び供給時
間を増やすことが可能であり、長時間の撮影や動画撮影に好適である。
【０３７０】
　上記のようにアダプター１５０が撮像装置２００のバッテリー装着部２０１に装着され
るときには、アダプター１５０の被ガイド溝１６８、１６８にはそれぞれバッテリー装着
部２０１の図示しないガイド突部が挿入され、アダプター１５０の識別溝１７２にはバッ
テリー装着部２０１の図示しない識別用突部が挿入される。
【０３７１】
　上記したように、アダプター１５０にあっては、接続用コネクター１９２の前側に前方
に行くに従って互いに左右方向において離隔する傾斜面として形成された壁部１７１ｂ、
１７１ｂが形成されている。
【０３７２】
　従って、アダプター１５０が撮像装置２００のバッテリー装着部２０１に挿入されると
きに撮像装置２００の内部に設けられたコネクターが壁部１７１ｂ、１７１ｂに案内され
て接続用コネクター１９２に近付いて行く。
【０３７３】
　このように壁部１７１ｂ、１７１ｂがアダプター１５０のバッテリー装着部２０１への
挿入時における案内面として機能するため、撮像装置２００のバッテリー装着部２０１に
対する接続用コネクター１９２の良好な接続状態を確保することができる。
【０３７４】
　一方、アダプター１５０を上記した充電器８０のバッテリー装着部８３に装着しようと
したときには、アダプター１５０には接続用コネクター１９２の左側にのみ識別溝１７２
が形成されているため、筐体１５１の前面１５９がバッテリー装着部８３における端子接
続部９３の右側に設けられた識別用突部９０に接触され、アダプター１５０のバッテリー
装着部８３への装着が規制される。また、アダプター１５０には溝形成面１６５、１６５
において被ガイド溝１６８、１６８の後側に他の被ガイド溝や挿入溝が形成されていない
ため、筐体１５１の底面１５６が第２のガイド係合部８８、８８や第３のガイド係合部８
９、８９に接触され、アダプター１５０のバッテリー装着部８３への装着が規制される。
【０３７５】
　従って、アダプター１５０は充電器８０のバッテリー装着部８３への装着を行うことが
できず、アダプター１５０の充電器８０への誤装着が防止される。
【０３７６】
　また、アダプター１５０にあっては、筐体１５１に段差面１６４と底面１５６に連続さ
れた溝形成面１６５とによって切欠１５１ａが形成されると共に溝形成面１６５に開口さ
れた被ガイド溝１６８が形成され、被ガイド溝１６８が段差面１６４より底面１５６側に
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位置されている。
【０３７７】
　従って、被ガイド溝１６８と段差面１６４が連続して位置されず被ガイド溝１６８と段
差面１６４の間に溝形成面１６５の一部が位置されるため、被ガイド溝１６８と段差面１
６４が連続して位置される場合に比し溝形成面１６５と段差面１６４が筐体１５１におけ
る内側に位置され、アダプター１５０の小型化を図ることができる。
【０３７８】
　さらに、アダプター１５０には筐体１５１に撮像装置等の識別を行うための識別溝１７
２が形成され、識別溝１７２は長さが異なる複数の識別部が連続して形成されている。
【０３７９】
　従って、長さが異なる複数の識別部の間に識別部を仕切る部分が存在しないため、識別
溝１７２の識別部が連続する方向における大きさが複数の識別部を合計した大きさになり
、高い識別性を確保した上でアダプター１５０の小型化を図ることができる。
【０３８０】
　＜また別のバッテリーの構成＞
　次に、上記したバッテリー１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃとは別のバッテリー２１０の構成につ
いて説明する（図８６乃至図８８参照）。尚、バッテリー２１０は、例えば、上記した小
容量タイプのバッテリー１Ｂ（図４９参照）に相当する。
【０３８１】
　バッテリー２１０は筐体２１７の内外に所要の各部が配置されて構成されている。バッ
テリー２１０は外形状がバッテリー１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃの外形状より小さくされ、給電
器１１６の外形状と略同じ大きさにされている。
【０３８２】
　筐体２１７は略直方体状に形成され、ケースカバー（上ケース）２１８と収容ケース（
下ケース）２１９が上下で結合されて成る。ケースカバー２１８は下方に開口された箱状
に形成されている。収容ケース２１９は上方に開口された箱状に形成されている。ケース
カバー２１８と収容ケース２１９が上下で結合されて筐体２１７が構成された状態におい
て、筐体２１７の内部空間が収容空間として形成される。
【０３８３】
　筐体２１７は外面２２０が天面２２１と底面２２２と側面２２３、２２３と前面２２４
と後面２２５を有し、前後方向（長さ方向）の大きさが左右方向（幅方向）の大きさより
大きくされ、左右方向（幅方向）の大きさが上下方向（高さ方向）の大きさより大きくさ
ている。筐体２１７には天面２２１と側面２２３、２２３の間にそれぞれ上側斜面２２６
、２２６が形成されている。上側斜面２２６、２２６は天面２２１から側面２２３、２２
３に近付くに従って下方に変位されている。筐体２１７には底面２２２と側面２２３、２
２３の間にそれぞれ下側斜面２２７、２２７が形成されている。下側斜面２２７、２２７
は底面２２２から側面２２３、２２３に近付くに従って上方に変位されている。上側斜面
２２６、２２６は平面状に形成され、下側斜面２２７、２２７は外方に凸の緩やかな曲面
状に形成されている。
【０３８４】
　天面２２１と底面２２２と側面２２３、２２３と前面２２４と後面２２５と上側斜面２
２６、２２６と下側斜面２２７、２２７は何れも外装面２２８、２２８、・・・として形
成されている。
【０３８５】
　筐体２１７の上端部における前端部には挿入用切欠２１７ａ、２１７ａが左右に離隔し
て形成されている。挿入用切欠２１７ａ、２１７ａは筐体２１７の左右両端部に形成され
ている。挿入用切欠２１７ａ、２１７ａは前方、上方及び左右方向における外方に開口さ
れている。
【０３８６】
　筐体２１７の上端部における前端部にはコネクター２２９が配置されている。コネクタ
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ー２２９は筐体２１７の左右の一方の略半部に配置されている。コネクター２２９は撮像
装置等の電極端子に接続される部分であり、端子部として機能し、少なくとも正極端子と
負極端子を有している。
【０３８７】
　コネクター２２９は非導電性材料によって形成されたハウジング２３０と導電性材料に
よって形成された接続端子２３１、２３１、２３１とを有し、接続端子２３１、２３１、
２３１は少なくとも一部がそれぞれハウジング２３０に形成された端子配置溝２３２、２
３２、２３２に配置された状態でハウジング２３０に保持されている。接続端子２３１は
金属片の一端部が所定の部分から左右に分岐された一対の接点部を有し、一対の接点部は
先端部が互いに接する方向への弾性を有し接した状態又は近接した状態で端子配置溝２３
２に配置されている。
【０３８８】
　接続端子２３１、２３１、２３１はそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子として機能
し、左右方向において順に正極端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正
極端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置にされている。
【０３８９】
　情報端子はバッテリー２１０の内部温度を接続機器等が認識するために用いられる他に
、接続機器等がバッテリー２１０の充電残量や劣化情報等のバッテリー２１０の各種の情
報を認識するために用いられる。
【０３９０】
　尚、コネクター２２９には二つの端子配置溝２３２、２３２と二つの接続端子２３１、
２３１が設けられていてもよい。二つの接続端子２３１、２３１が設けられる場合には、
二つの接続端子２３１、２３１がそれぞれ正極端子と負極端子として機能し、左側から順
に正極端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正極端子と負極端子が並ぶ配置にされ
る。また、コネクター２２９には四つの端子配置溝２３２、２３２、・・・と四つの接続
端子２３１、２３１、・・・が設けられていてもよい。四つの接続端子２３１、２３１、
・・・が設けられる場合には、四つの接続端子２３１、２３１、・・・がそれぞれ正極端
子と負極端子と情報端子と通信端子として機能し、左側から順に正極端子と情報端子と通
信端子と負極端子が並ぶ配置、右側から順に正極端子と情報端子と通信端子と負極端子が
並ぶ配置、左側から順に正極端子と通信端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置又は右側か
ら順に正極端子と通信端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置にされる。通信端子は接続機
器等がバッテリー２１０の充電残量や劣化情報等のバッテリー２１０の各種の情報を認識
するために用いられ、この場合に情報端子は専ら温度情報を撮像装置等に知らせるために
用いられる。
【０３９１】
　端子配置溝２３２、２３２、２３２は前方及び上方に開口され左右に離隔して形成され
ている。ハウジング２３０には左右方向において端子配置溝２３２、２３２、２３２の外
側にそれぞれ前方及び上方に開口された位置決め溝２３３、２３３が形成されている。
【０３９２】
　コネクター２２９は接続端子２３１、２３１、２３１の一端部がそれぞれ筐体２１７の
内部に配置された図示しない回路基板に接続されている。
【０３９３】
　上記のように構成されたバッテリー２１０はタイプＡの撮像装置１００に形成されたバ
ッテリー装着部１０１に挿入されて装着される。タイプＡの撮像装置１００に形成された
バッテリー装着部１０１には、上記したように、給電器１１６も装着可能にされており、
タイプＡの撮像装置１００は給電器１１６又はバッテリー２１０を用いて使用することが
可能にされている。
【０３９４】
　また、バッテリー２１０には、バッテリー２１０に対応する図示しない充電器によって
充電が行われる。
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【０３９５】
　＜別のアダプターの構成＞
　次に、アダプター２５０の構成について説明する（図８９乃至図９６参照）。
【０３９６】
　アダプター２５０は筐体２５１の内外に所要の各部が配置されて構成されている。アダ
プター２５０は外形状が上記したアダプター１５０及びバッテリー１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ
の外形状と略同じ大きさにされている。
【０３９７】
　筐体２５１は後方に開口された箱状に形成され、ケースカバー（上ケース）２５２と収
容ケース（下ケース）２５３が上下で結合されて成る。ケースカバー２５２は下方及び後
方に開口された箱状に形成されている。収容ケース２５３は後端部を除いた部分が上方に
開口された箱状に形成され後端部が前後に貫通された環状部２５３ａとして設けられてい
る。ケースカバー２５２は収容ケース２５３の上方に開口された部分に上方から結合され
ている。ケースカバー２５２と収容ケース２５３が結合されて筐体２５１が構成された状
態において、筐体２５１の内部空間が収容空間として形成される。
【０３９８】
　筐体２５１は外面２５４が天面２５５と底面２５６と側面２５７、２５７と前面２５８
と後面２５９を有し、前後方向（長さ方向）の大きさが左右方向（幅方向）の大きさより
大きくされ、左右方向（幅方向）の大きさが上下方向（高さ方向）の大きさより大きくさ
ている。筐体２５１には天面２５５と側面２５７、２５７の間にそれぞれ斜面２６０、２
６０が形成されている。斜面２６０、２６０は天面２５５から側面２５７、２５７に近付
くに従って下方に変位されている。後面２５９に形成された開口縁は後側開口縁２６３と
して形成されている。
【０３９９】
　天面２５５と底面２５６と側面２５７、２５７と前面２５８と後面２５９と斜面２６０
、２６０は何れも外装面２６１、２６１、・・・として形成されている。
【０４００】
　筐体２５１の内面側における上端部には挿入用突部２６２、２６２が左右に離隔して設
けられている。挿入用突部２６２、２６２は前端部における左右両端部に位置され、後方
に突出されている。
【０４０１】
　筐体２５１における後側開口縁２６３の上端部には上側傾斜縁２６３ａ、２６３ａが左
右に離隔して形成され後側開口縁２６３の下端部には下側傾斜縁２６３ｂ、２６３ｂが左
右に離隔して形成されている。上側傾斜縁２６３ａ、２６３ａは後側開口縁２６３の左右
両端部に形成され、互いに近付くに従って上方に変位するように直線状に傾斜されている
。下側傾斜縁２６３ｂ、２６３ｂは後側開口縁２６３の左右両端部に形成され、互いに近
付くに従って下方に変位するように直線状に傾斜されている。
【０４０２】
　筐体２５１の下端部における左右両側部にはそれぞれ切欠２５１ａ、２５１ａが形成さ
れている。切欠２５１ａは側方（左方又は右方）、下方、前方及び後方に開口され、下方
を向き前後に延びる段差面２６４と側方を向き前後に延びる溝形成面２６５とによって形
成されている。段差面２６４は外縁が側面２５７の下縁に連続されている。溝形成面２６
５は上縁が段差面２６４の内縁に連続され下縁が底面２５６の側縁に連続されている。段
差面２６４と溝形成面２６５はそれぞれ前面２５８から後面２５９に亘って連続して形成
されている。
【０４０３】
　段差面２６４と底面２５６は互いに略平行な平面として形成され、溝形成面２６５の前
端部を除く部分と側面２５７は互いに略平行な平面として形成されている。溝形成面２６
５、２６５の前端部は前面２５８に近付くに従って互いに近付く方向に変位する外方に凸
の曲面２６５ａ、２６５ａとして形成されている。
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【０４０４】
　上記のようにアダプター２５０は溝形成面２６５、２６５の前端部がそれぞれ曲面２６
５ａ、２６５ａとして形成されているため、応力集中が生じ難いと共に万が一の落下時等
に地面等に接触し難く、衝撃の緩和を図ることができると共に破損の発生を低減すること
ができる。
【０４０５】
　筐体２は段差面２６４、２６４を含む仮想的な面よりも上側の部分である本体部２６６
と、この仮想的な面よりも下側の部分である底部２６７とにより構成されている。段差面
２６４、２６４は本体部２６６に含まれる。底部２６７は本体部２６６より左右の幅が小
さくされ、左右方向において側面２５７、２５７間の距離が溝形成面２６５、２６５間の
距離より大きくされている。
【０４０６】
　底部２６７の左右両側部には前側から順にそれぞれ第１の被ガイド溝２６８、２６８と
第２の被ガイド溝２６９、２６９と第３の被ガイド溝２７０、２７０が離隔して形成され
ている。第１の被ガイド溝２６８と第２の被ガイド溝２６９と第３の被ガイド溝２７０は
何れも溝形成面２６５に開口されている。
【０４０７】
　第１の被ガイド溝２６８は底部２６７の前端部に形成され、側方及び前方に開口されて
いる。第２の被ガイド溝２６９は前後に延び側方に開口されている。第３の被ガイド溝２
７０は前後に延び側方に開口されている。尚、第３の被ガイド溝２７０は後方にも開口さ
れた形状であってもよい。
【０４０８】
　底部２６７の左右両側部には前側から順にそれぞれ挿入溝２７１、２７１と挿入溝２７
２、２７２が離隔して形成されている。挿入溝２７１と挿入溝２７２は何れも溝形成面２
６５に開口されている。挿入溝２７１は側方、上方及び下方に開口され、上側の開口が第
２の被ガイド溝２６９の前側の略半部に連通されている。挿入溝２７２は側方、上方及び
下方に開口され、上側の開口が第３の被ガイド溝２７０の前側の略半部に連通されている
。
【０４０９】
　筐体２５１における第１の被ガイド溝２６８、２６８の下縁２６８ｂ、２６８ｂと底面
２５６の間の部分はそれぞれ第１の係合爪部２５１ｐ、２５１ｐとして設けられ、筐体２
５１における第２の被ガイド溝２６９、２６９の下縁２６９ｂ、２６９ｂと底面２５６の
間の部分はそれぞれ第２の係合爪部２５１ｑ、２５１ｑとして設けられ、筐体２５１にお
ける第３の被ガイド溝２７０、２７０の下縁２７０ｂ、２７０ｂと底面２５６の間の部分
はそれぞれ第３の係合爪部２５１ｒ、２５１ｒとして設けられている。第１の係合爪部２
５１ｐと第２の係合爪部２５１ｑは何れも筐体２５１の前後方向における中央より前面２
５８側に位置され、第３の係合爪部２５１ｒは筐体２５１の前後方向における中央より後
面２５９側に位置されている。
【０４１０】
　底部２６７の前端部には配置凹部２７３が形成されている。配置凹部２７３は左右方向
における略中央部に形成され、前方及び下方に開口されている。筐体２５１には配置凹部
２７３の前端部を除く部分に連通され上下に貫通された配置孔２７４が形成されている。
【０４１１】
　第１の被ガイド溝２６８の上縁２６８ａと第２の被ガイド溝２６９の上縁２６９ａと第
３の被ガイド溝２７０の上縁２７０ａとは何れも段差面２６４より下側に位置され、第１
の被ガイド溝２６８と段差面２６４の間、第２の被ガイド溝２６９と段差面２６４の間及
び第３の被ガイド溝２７０と段差面２６４の間には何れも溝形成面２６５の一部が存在す
る。従って、溝形成面２６５の下端から第１の被ガイド溝２６８の上縁２６８ａまでの距
離と溝形成面２６５の下端から第２の被ガイド溝２６９の上縁２６９ａまでの距離と溝形
成面２６５の下端から第３の被ガイド溝２７０の上縁２７０ａまでの距離とは、何れも溝



(48) JP 6961985 B2 2021.11.5

10

20

30

40

50

形成面２６５の上端から下端までの距離より小さくされている。また、第１の被ガイド溝
２６８と第２の被ガイド溝２６９と第３の被ガイド溝２７０の上下の距離（溝幅）は、溝
形成面２６５の上端から上縁２６８ａ、２６９ａ、２７０ａまでの距離より大きくても小
さくてもよく、第１の被ガイド溝２６８と第２の被ガイド溝２６９と第３の被ガイド溝２
７０の上下の距離が、溝形成面２６５の上端から上縁２６８ａ、２６９ａ、２７０ａまで
の距離と同じであってもよい。第１の被ガイド溝２６８の下縁２６８ｂと第２の被ガイド
溝２６９の下縁２６９ｂと第３の被ガイド溝２７０の下縁２７０ｂとは何れも溝形成面２
６５の下縁より上側に位置され、上下方向における位置が同じにされている。
【０４１２】
　配置凹部２７３は凹部形成面２７５によって形成されている（図９６参照）。凹部形成
面２７５はベース部２７５ａと壁部２７５ｂ、２７５ｂと中間部２７５ｃとから成る。
【０４１３】
　ベース部２７５ａは前方に開口されたコ字状に形成され、水平方向を向く状態にされて
いる。壁部２７５ｂ、２７５ｂはそれぞれベース部２７５ａの前端に連続され、前方に行
くに従って左右方向において互いに離隔する傾斜面として形成されている。即ち、左側の
壁部２７５ｂは前方に行くに従って左側の側面２５７に近付く傾斜面に形成され、右側の
壁部２７５ｂは前方に行くに従って右側の側面２５７に近付く傾斜面に形成されている。
尚、壁部２７５ｂ、２７５ｂにおいては、一方の壁部２７５ｂが傾斜面に形成され、他方
の壁部２７５ｂが傾斜されず左方又は右方を向く面に形成されていてもよい。中間部２７
５ｃは下方を向き壁部２７５ｂ、２７５ｂの上縁間に形成されている。壁部２７５ｂ、２
７５ｂは左右方向を向く面に対して、例えば、４５度傾斜されている。中間部２７５ｃは
段差面２６４より下方に位置され、第１の被ガイド溝２６８、第２の被ガイド溝２６９及
び第３の被ガイド溝２７０の上縁２６８ａ、２６９ａ、２７０ａと略同じ高さに位置され
、又は、上縁２６８ａ、２６９ａ、２７０ａより僅かに下方に位置されている。但し、中
間部２７５ｃは上縁２６８ａ、２６９ａ、２７０ａより上方に位置されていてもよい。
【０４１４】
　尚、壁部２７１ｂは、上記した凹部形成面２９Ａに設けられた壁部２９ｄ（図５７及び
図５８参照）と同様に、第１の傾斜面と第１の傾斜面に連続する中間面と中間面に連続す
る第２の傾斜面とから成る形状に形成されていてもよい。
【０４１５】
　底部２６７の前端部には識別溝２７６、２７６が左右に離隔して形成されている。識別
溝２７６は所定の機能を有する機能溝としての役割を有し、例えば、撮像装置等の種類を
識別する。尚、機能溝は識別溝２７６に限られることはなく、機能溝として、例えば、識
別溝２７６に代えて撮像装置等に対する位置決めを行う位置決め溝や撮像装置等の接続状
態等を検出する検出溝等の識別以外の他の機能を有する溝が形成されていてもよい。
【０４１６】
　但し、所定の機能が撮像装置等の種類を識別する識別機能であることにより、機能溝に
よって撮像装置等の種類が識別され、バッテリーが撮像装置等に装着されることにより、
また、バッテリーが撮像装置等に装着されない状態になることにより、バッテリーが接続
される撮像装置等の種類を容易に識別することができる。
【０４１７】
　尚、所定の機能はアダプター自体の種類を識別する機能であってもよい。
【０４１８】
　識別溝２７６、２７６は配置凹部２７３を挟んだ反対側に各々が形成されている。識別
溝２７６は前後の長さが異なる第１の識別部２７７と第２の識別部２７８が左右方向にお
いて連続して形成されて成る。
【０４１９】
　第１の識別部２７７と第２の識別部２７８はそれぞれ第１の機能部と第２の機能部とし
ての役割を有している。
【０４２０】
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　識別溝２７６を形成する面のうち上側に位置する下方を向く面は内底面２７６ａとして
形成されている。内底面２７６ａは凹部形成面２７５のうち上側に位置する下方を向く面
である中間部２７５ｃより下方に位置されている。従って、識別溝２７６の上下方向にお
ける深さは配置凹部２７３の上下方向における深さより浅くされている。また、内底面２
７６ａは、第１の被ガイド溝２６８、第２の被ガイド溝２６９及び第３の被ガイド溝２７
０の上縁２６８ａ、２６９ａ、２７０ａと段差面２６４より下方に位置されている。さら
に、内底面２７６ａは、第１の被ガイド溝２６８、第２の被ガイド溝２６９及び第３の被
ガイド溝２７０の下縁２６８ｂ、２６９ｂ、２７０ｂより上方に位置されている。但し、
内底面２７６ａは、下縁２６８ｂ、２６９ｂ、２７０ｂより下方に位置されていてもよく
、下縁２６８ｂ、２６９ｂ、２７０ｂと同じ高さに位置されていてもよい。
【０４２１】
　識別溝２７６を形成する面のうち、第１の識別部２７７における後側に位置する前方を
向く面は奥底面２７７ａとして形成され、第２の識別部２７８における後側に位置する前
方を向く面は奥底面２７８ａとして形成されている。奥底面２７７ａ、２７８ａは凹部形
成面２７５のうちベース部２７５ａにおける最も後側に位置する前方を向く面より前方に
位置され、コネクター２２９の前面より後方に位置されている。また、奥底面２７７ａ、
２７８ａは第１の被ガイド溝２６８の後端縁より前方に位置されている。但し、奥底面２
７７ａ、２７８ａは、第１の被ガイド溝２６８の後端縁より後方に位置されていてもよく
、前後方向において第１の被ガイド溝２６８の後端縁と同じ位置にあってもよい。
【０４２２】
　第１の識別部２７７は第２の識別部２７８より前後の長さが長くされ、奥底面２７７ａ
が奥底面２７８ａより稍後側に位置され、第１の識別部２７７は第２の識別部２７８より
配置凹部２７３側に位置されている。第２の識別部２７８は左右方向の幅が第１の識別部
２７７の左右方向の幅より小さくされている。
【０４２３】
　筐体２５１の内面側における前端部には中継用コネクター２７９が取り付けられている
（図８９、図９０及び図９５参照）。中継用コネクター２７９は筐体２５１の内部におい
て上端寄りの位置に配置され、バッテリー２１０のコネクター２２９が接続される部分で
あり、端子部として機能する。
【０４２４】
　中継用コネクター２７９は非導電性材料によって形成されたハウジング２８０と導電性
材料によって形成された接続端子２８１、２８１、２８１とを有している。
【０４２５】
　尚、中継用コネクター２７９の接続端子２８１は、バッテリー２１０におけるコネクタ
ー２２９の接続端子２３１の数に応じて二つ又は四つが設けられていてもよい。
【０４２６】
　筐体２５１の配置凹部２７３には接続用コネクター２８２が配置されている（図９３、
図９４及び図９６参照）。接続用コネクター２８２は撮像装置等の電極端子に接続される
部分であり、端子部として機能し、少なくとも正極端子と負極端子を有している。
【０４２７】
　接続用コネクター２８２は非導電性材料によって形成されたハウジング２８３と導電性
材料によって形成された接続端子２８４、２８４、２８４とを有し、接続端子２８４、２
８４、２８４は少なくとも一部がそれぞれハウジング２８３に形成された端子配置溝２８
５、２８５、２８５に配置された状態でハウジング２８３に保持されている。接続端子２
８４は金属片の一端部が所定の部分から左右に分岐された一対の接点部を有し、一対の接
点部は先端部が互いに接する方向への弾性を有し接した状態又は近接した状態で端子配置
溝２８５に配置されている。
【０４２８】
　接続端子２８４、２８４、２８４はそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子として機能
し、左側から順に正極端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正極端子と
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情報端子と負極端子が並ぶ配置にされている。
【０４２９】
　端子配置溝２８５、２８５、２８５は前方及び下方に開口され左右に離隔して形成され
ている。ハウジング２８３には左右方向において端子配置溝２８５、２８５、２８５の外
側にそれぞれ前方及び下方に開口された位置決め溝２８６、２８６が形成されている。
【０４３０】
　端子配置溝２８５の最も天面２５５側に位置する面と位置決め溝２８６の最も天面２５
５側に位置する面とはそれぞれ内側底面２８５ａ、２８６ａとして形成され、内側底面２
８５ａ、２８６ａは上下方向における位置が略同じにされている。内側底面２８５ａ、２
８６ａは段差面２６４より下方に位置されている。また、内側底面２８５ａ、２８６ａは
、被ガイド溝２６８の上縁２６８ａより下方に位置され、被ガイド溝２６８の下縁２６８
ｂより上方に位置されている。
【０４３１】
　接続端子２８４は略左右方向へ弾性変形可能にされ、端子配置溝２８５に挿入された状
態でハウジング２８３に保持されている。
【０４３２】
　尚、接続用コネクター２８２の接続端子２８４は、中継用コネクター２７９の接続端子
２８１の数に応じて二つ又は四つが設けられていてもよい。
【０４３３】
　二つの接続端子２８４、２８４が設けられる場合には、二つの接続端子２８４、２８４
がそれぞれ正極端子と負極端子として機能し、左側から順に正極端子と負極端子が並ぶ配
置又は右側から順に正極端子と負極端子が並ぶ配置にされる。また、接続用コネクター２
８２には四つの端子配置溝２８５、２８５、・・・と四つの接続端子２８４、２８４、・
・・が設けられていてもよい。四つの接続端子２８４、２８４、・・・が設けられる場合
には、四つの接続端子２８４、２８４、・・・がそれぞれ正極端子と負極端子と情報端子
と通信端子として機能し、左側から順に正極端子と情報端子と通信端子と負極端子が並ぶ
配置、右側から順に正極端子と情報端子と通信端子と負極端子が並ぶ配置、左側から順に
正極端子と通信端子と情報端子と負極端子が並ぶ配置又は右側から順に正極端子と通信端
子と情報端子と負極端子が並ぶ配置にされる。
【０４３４】
　接続用コネクター２８２の接続端子２８４、２８４、２８４と中継用コネクター２７９
の接続端子２８１、２８１、２８１とはそれぞれフレキシブルプリント配線板２８７によ
って接続されている（図９７参照）。尚、接続用コネクター２８２の接続端子２８４、２
８４、２８４と中継用コネクター２７９の接続端子２８１、２８１、２８１とは基板や電
線等によって接続されていてもよい。
【０４３５】
　＜バッテリーのアダプターに対する着脱動作＞
　バッテリー２１０は、上記したように、タイプＡの撮像装置１００に形成されたバッテ
リー装着部１０１に装着可能とされている他に、アダプター２５０に装着された状態でも
使用することが可能にされている。
【０４３６】
　バッテリー２１０は後方からアダプター２５０に挿入される。このときアダプター２５
０における筐体２５１の後側開口縁２６３に形成された上側傾斜縁２６３ａ、２６３ａと
バッテリー２１０の上側斜面２２６、２２６とが対応すると共に下側傾斜縁２６３ｂ、２
６３ｂと下側斜面２２７、２２７が対応した状態でバッテリー２１０がアダプター２５０
の後側開口縁２６３から円滑に挿入されていく。
【０４３７】
　バッテリー２１０がアダプター２５０の奥側に挿入されると、バッテリー２１０におけ
る筐体２１７の前端部に形成された挿入用切欠２１７ａ、２１７ａにそれぞれ筐体２５１
の挿入用突部２６２、２６２が相対的に挿入される。従って、バッテリー２１０のアダプ
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ター２５０に対する挿入が規制されることはなく、バッテリー２１０はアダプター２５０
に保持されて装着される。
【０４３８】
　上記のようにバッテリー２１０がアダプター２５０に装着された状態においては、バッ
テリー２１０におけるコネクター２２９の接続端子２３１、２３１、２３１がそれぞれア
ダプター２５０における中継用コネクター２７９の接続端子２８１、２８１、２８１に接
続される。従って、コネクター２２９の接続端子２３１、２３１、２３１がそれぞれ中継
用コネクター２７９の接続端子２８１、２８１、２８１とフレキシブルプリント配線板２
８７を介して接続用コネクター２８２の接続端子２８４、２８４、２８４に接続される。
【０４３９】
　上記のようにバッテリー２１０が装着されたアダプター２５０はタイプＢの撮像装置２
００に形成されたバッテリー装着部２０１に挿入されて装着される（図９８参照）。タイ
プＢの撮像装置２００には、上記した撮像装置５０が含まれる。
【０４４０】
　バッテリー２１０は撮像装置１００のバッテリー装着部１０１に装着され、撮像装置１
００に対して電力を供給する。
【０４４１】
　バッテリー２１０が装着されたアダプター２５０は撮像装置２００のバッテリー装着部
２０１に装着され、アダプター２５０を介してバッテリー２１０から撮像装置２００に電
力が供給される。
【０４４２】
　アダプター２５０が撮像装置２００のバッテリー装着部２０１に装着されるときには、
アダプター２５０の第１の被ガイド溝２６８、２６８にそれぞれバッテリー装着部２０１
の図示しないガイド突部が挿入され、アダプター２５０の識別溝２７２、２７２にバッテ
リー装着部２０１の図示しない識別用突部が挿入される。
【０４４３】
　一方、上記した給電器１１６をアダプター２５０に挿入すると、給電器１１６にはバッ
テリー２１０に形成された挿入用切欠２１７ａ、２１７ａに相当する切欠が形成されてい
ないため、給電器１１６の前面２２４が挿入用突部２６２、２６２に接し、外部用コネク
ター１３４の接続端子１３６、１３６、１３６がアダプター２５０における中継用コネク
ター２７９の接続端子２８１、２８１、２８１に接しない。
【０４４４】
　従って、接続端子１３６、１３６、１３６は接続端子２８１、２８１、２８１に接続さ
れず、給電器１１６はアダプター２５０への装着を行うことができず、給電器１１６のア
ダプター２５０への誤装着が防止される。
【０４４５】
　また、バッテリー２１０をアダプター１５０に挿入しようとしたときには、バッテリー
２１０の下側斜面２２７、２２７が外方に凸の緩やかな曲面状に形成されアダプター１５
０における後側開口縁１６３の下側傾斜縁１６３ｂ、１６３ｂが直線状にされているため
、下側斜面２２７、２２７の前端がそれぞれ下側傾斜縁１６３ｂ、１６３ｂに干渉する（
図９９参照）。従って、バッテリー２１０はアダプター１５０に挿入されず、バッテリー
２１０のアダプター１５０への誤挿入が防止される。
【０４４６】
　一方、アダプター２５０には底部２６７に第１の被ガイド溝２６８、２６８と第２の被
ガイド溝２６９、２６９と第３の被ガイド溝２７０、２７０が形成されているため、アダ
プター２５０を上記したバッテリー１等と同様にして充電器８０のバッテリー装着部８３
に装着することが可能である。
【０４４７】
　アダプター２５０がバッテリー装着部８３に装着された状態においては、第１の被ガイ
ド溝２６８、２６８の開口縁がそれぞれ第１のガイド係合部８７、８７に係合され、第２
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の被ガイド溝２６９、２６９の開口縁がそれぞれ第２のガイド係合部８８、８８に係合さ
れ、第３の被ガイド溝２７０、２７０の開口縁がそれぞれ第３のガイド係合部８９、８９
の係合部８９ａ、８９ａに係合される。従って、第１の係合爪部２５１ｐは上縁が第１の
ガイド係合部８７の下縁の少なくとも一部に係合され、第２の係合爪部２５１ｑは上縁が
第２のガイド係合部８８の下縁の少なくとも一部に係合され、第３の係合爪部２５１ｒは
上縁が第３のガイド係合部８９の下縁の少なくとも一部に係合される。
【０４４８】
　また、アダプター２５０がバッテリー装着部８３に装着された状態においては、接続用
コネクター２８２の接続端子２８４、２８４、２８４がそれぞれバッテリー装着部８３に
配置された端子接続部９３の電極端子９５、９５、９５に接続される。
【０４４９】
　このようにアダプター２５０は充電器８０のバッテリー装着部８３に装着可能であるた
め、アダプター２５０に装着されたバッテリー２１０に対して充電器８０によって充電を
行うことが可能にされている。充電器８０からバッテリー２１０への充電は、充電器８０
の端子接続部９３とアダプター２５０の接続用コネクター２８２とアダプター２５０の中
継用コネクター２７９とバッテリー２１０のコネクター２２９を介して行われる。
【０４５０】
　尚、充電器８０の第１のガイド係合部８７、８７と第２のガイド係合部８８、８８と第
３のガイド係合部８９、８９の大きさやアダプター２５０の第１の被ガイド溝２６８、２
６８と第２の被ガイド溝２６９、２６９と第３の被ガイド溝２７０、２７０の大きさ等に
よっては、アダプター２５０の充電器８０への装着が円滑に行われない可能性もある。
【０４５１】
　このような場合には、図１００に示すように、アダプター２５０の第１の被ガイド溝２
６８、２６８と第２の被ガイド溝２６９、２６９と第３の被ガイド溝２７０、２７０の大
きさや形状を変更してアダプター２５０の充電器８０への装着が円滑に行われるようにす
ることも可能である。
【０４５２】
　また、アダプター２５０に装着されて使用可能なバッテリー２１０は、バッテリー１等
に比して小型であり、バッテリー１等よりも最大充電容量が少なくされているため、撮像
装置２００に供給される電流量が不十分になる可能性がある。
【０４５３】
　このような電流量の不足を補うために、アダプター２５０にコンデンサー（キャパシタ
ー）２８８、２８８を設けてもよい（図１０１参照）。例えば、アダプター２５０におい
て、コンデンサー２８８、２８８が左右に並らぶ状態で筐体２５１の内部における上端部
に配置され、コンデンサー２８８、２８８に接続される基板２８９がコンデンサー２８８
、２８８の前側に配置される。基板２８９は中継用コネクター２７９に接続されている。
【０４５４】
　アダプター２５０をこのような構成にすることにより、バッテリー２１０が装着された
アダプター２５０が撮像装置２００に装着されたときに、コンデンサー２８８、２８８に
よって撮像装置２００に供給される電流量が増加し、撮像装置２００に十分な電流量を供
給することが可能になる。
【０４５５】
　また、アダプター２５０にあっては、筐体２５１に段差面２６４と底面２５６に連続さ
れた溝形成面２６５とによって切欠２５１ａが形成されると共に溝形成面２６５に開口さ
れた第１の被ガイド溝２６８と第２の被ガイド溝２６９と第３の被ガイド溝２７０が形成
され、第１の被ガイド溝２６８と第２の被ガイド溝２６９と第３の被ガイド溝２７０が段
差面２６４より底面２５６側に位置されている。
【０４５６】
　従って、第１の被ガイド溝２６８と第２の被ガイド溝２６９と第３の被ガイド溝２７０
と段差面２６４が連続して位置されず第１の被ガイド溝２６８と第２の被ガイド溝２６９
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と第３の被ガイド溝２７０と段差面２６４の間にそれぞれ溝形成面２６５の一部が位置さ
れるため、第１の被ガイド溝２６８と第２の被ガイド溝２６９と第３の被ガイド溝２７０
と段差面２６４が連続して位置される場合に比し溝形成面２６５と段差面２６４が筐体２
５１における内側に位置され、アダプター２５０の小型化を図ることができる。
【０４５７】
　さらに、アダプター２５０には筐体２５１に撮像装置等の識別を行うための識別溝２７
６が形成され、識別溝２７６は長さが異なる複数の識別部が連続して形成されている。
【０４５８】
　従って、長さが異なる複数の識別部の間に識別部を仕切る部分が存在しないため、識別
溝２７６の識別部が連続する方向における大きさが複数の識別部を合計した大きさになり
、高い識別性を確保した上でアダプター２５０の小型化を図ることができる。
【０４５９】
　尚、アダプター２５０にあっても、アダプター１５０と同様に、接続用コネクター２８
２の前側に前方に行くに従って互いに左右方向において離隔する傾斜面として形成された
壁部が形成されていてもよい。壁部が形成されることにより、アダプター２５０が撮像装
置２００のバッテリー装着部２０１に挿入されるときに撮像装置２００の内部に設けられ
たコネクターが壁部に案内されて接続用コネクター２８２に近付いて行くため、撮像装置
２００のバッテリー装着部２０１に対する接続用コネクター２８２の良好な接続状態を確
保することができる。
【０４６０】
　また、接続用コネクター２８２が筐体２１７の底面２２２より上方に位置されていても
よい。
【０４６１】
　さらに、アダプター２５０にあっても、アダプター１５０と同様に、筐体２１７の内部
にバッテリー２１０を押さえる押さえ板が配置されていてもよく、また、バッテリー２１
０をロックするロックレバーが設けられていてもよい。
【０４６２】
　＜バッテリー等の接続機器等への装着の可否＞
　以下に、上記したバッテリー１等の充電器８０や撮像装置１００等への装着の可否につ
いての纏めを説明する（図１０２参照）。
【０４６３】
　バッテリー１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）は充電器８０と充電器１１０に装着可能にされてい
る。また、バッテリー１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）はタイプＢの撮像装置２００（撮像装置５
０を含む）に装着可能にされている。一方、バッテリー１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）はタイプ
Ａの撮像装置１００には装着不能にされている。
【０４６４】
　充電器１１０にケーブル３００を介して接続可能な給電器１１６は、タイプＡの撮像装
置１００に装着可能にされている。一方、給電器１１６は充電器８０やタイプＢの撮像装
置２００には装着不能にされている。
【０４６５】
　アダプター１５０には給電器１１６が装着可能であり、アダプター１５０はタイプＢの
撮像装置２００に装着可能にされている。一方、アダプター１５０は充電器８０、１１０
やタイプＡの撮像装置１００には装着不能にされている。
【０４６６】
　バッテリー２１０は、バッテリー２１０に対応する図示しない充電器に装着可能にされ
ている。また、バッテリー２１０はタイプＡの撮像装置１００に装着可能にされている。
一方、バッテリー２１０は充電器８０、１１０やタイプＢの撮像装置２００には装着不能
にされている。
【０４６７】
　アダプター２５０にはバッテリー２１０が装着可能であり、アダプター２５０はタイプ
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Ｂの撮像装置２００に装着可能にされている。また、アダプター２５０は充電器８０、１
１０に装着可能にされている。一方、アダプター２５０はタイプＡの撮像装置１００には
装着不能にされている。
【０４６８】
　このように給電器１１６や充電器２１０は、それぞれが単独で撮像装置１００に装着可
能にされ、アダプター１５０又はアダプター２５０を用いて撮像装置２００に装着可能に
されており、給電器１１６や充電器２１０に関する使い勝手の向上を図ることができる。
　＜本技術＞
　本技術は、以下のような構成にすることができる。
【０４６９】
　（１）
　内部にセルが収容された筐体と、
　接続機器の電極端子に接続される接続端子を有する端子部とを備え、
　前記筐体には長さ方向が前記接続端子と前記電極端子の接続方向に一致され所定の機能
を有する機能溝が形成され、
　前記機能溝は長さが異なる複数の機能部が連続して形成された
　バッテリー。
【０４７０】
　（２）
　前記機能部として第１の機能部と第２の機能部が形成された
　前記（１）に記載のバッテリー。
【０４７１】
　（３）
　前記複数の機能部が幅方向に連続して形成された
　前記（１）又は前記（２）に記載のバッテリー。
【０４７２】
　（４）
　前記複数の機能部は長さが短い順に幅が小さくされた
　前記（３）に記載のバッテリー。
【０４７３】
　（５）
　前記複数の機能部が深さ方向に連続して形成された
　前記（１）又は前記（２）に記載のバッテリー。
【０４７４】
　（６）
　前記複数の機能部は長さが短い順に深さが小さくされた
　前記（５）に記載のバッテリー。
【０４７５】
　（７）
　前記機能溝が幅方向において前記端子部の両側にそれぞれ形成された
　前記（１）から前記（６）の何れかに記載のバッテリー。
【０４７６】
　（８）
　前記筐体は、長さ方向において反対側に位置された前面及び後面と、長さ方向に直交す
る高さ方向において前記前面と前記後面の間に位置された天面及び底面とを有し、
　前記筐体に少なくとも前記前面に開口された配置凹部が形成され、
　前記端子部として前記配置凹部に配置されたコネクターが設けられ、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記配置凹部を形成する
面のうち最も前記天面側に位置する面より前記底面側に位置された
　前記（１）から前記（７）の何れかに記載のバッテリー。
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【０４７７】
　（９）
　前記筐体は高さ方向において反対側に位置された天面及び底面を有し、
　前記筐体に前記接続端子が配置される端子配置溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記端子配置溝を形成す
る面のうち最も前記天面側に位置する面より前記底面側に位置された
　前記（１）から前記（８）の何れかに記載のバッテリー。
【０４７８】
　（１０）
　前記筐体は、幅方向において反対側に位置された二つの側面と、幅方向に直交する高さ
方向において前記二つの側面の間に位置された天面及び底面とを有し、
　前記筐体には前記側面に連続された段差面と前記底面に連続された溝形成面とによって
切欠が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記段差面より前記底面
側に位置された
　前記（１）から前記（９）の何れかに記載のバッテリー。
【０４７９】
　（１１）
　前記筐体には前記溝形成面に開口された被ガイド溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記被ガイド溝の最も天
面側に位置する端縁より前記底面側に位置された
　前記（１０）に記載のバッテリー。
【０４８０】
　（１２）
　前記筐体には前記溝形成面に開口された被ガイド溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記天面側に位置する面が前記被ガイド溝の最も底
面側に位置する端縁より前記天面側に位置された
　前記（１０）又は前記（１１）に記載のバッテリー。
【０４８１】
　（１３）
　前記筐体は長さ方向において反対側に位置された前面及び後面を有し、
　前記筐体に少なくとも前記前面に開口された配置凹部が形成され、
　前記端子部として前記配置凹部に配置されたコネクターが設けられ、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記配置凹部を形成する
面のうち最も前記後面側に位置する面より前記前面側に位置された
　前記（１）から前記（１２）の何れかに記載のバッテリー。
【０４８２】
　（１４）
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記コネクターのうち最
も前記前面側に位置する面より前記後面側に位置された
　前記（１３）に記載のバッテリー。
【０４８３】
　（１５）
　前記筐体は長さ方向において反対側に位置された前面及び後面を有し、
　前記筐体に前記接続端子が配置される端子配置溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記端子配置溝を形成す
る面のうち最も前記後面側に位置する面より前記前面側に位置された
　前記（１）から前記（１２）の何れかに記載のバッテリー。
【０４８４】
　（１６）
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　前記筐体は、長さ方向において反対側に位置された前面及び後面と、長さ方向に直交す
る幅方向において前記前面と前記後面の間に位置された二つの側面と、長さ方向及び幅方
向にともに直交する高さ方向において前記前面と前記後面の間及び前記二つの側面の間に
位置された天面及び底面とを有し、
　前記筐体には前記側面に連続された段差面と前記底面に連続された溝形成面とによって
切欠が形成され、
　前記筐体には前記溝形成面と前記前面に開口された被ガイド溝が形成され、
　前記機能溝を形成する面のうち最も前記後面側に位置する面が前記被ガイド溝のうち最
も前記後面側に位置する面より前記前面側に位置された
　前記（１）から前記（１５）の何れかに記載のバッテリー。
【０４８５】
　（１７）
　前記筐体は、長さ方向に直交する幅方向において前記前面と前記後面の間に位置された
二つの側面と、長さ方向及び幅方向にともに直交する高さ方向において前記前面と前記後
面の間及び前記二つの側面の間に位置された天面及び底面とを有し、
　前記第１の機能部と前記第２の機能部が幅方向に連続して形成されると共に前記第１の
機能部が前記第２の機能部より幅方向における中央側に位置され、
　幅方向において前記第２の機能部における前記第１の機能部に連続する面が前記第１の
機能部とは反対側に位置する前記側面に近付くに従って前記底面側に変位する傾斜面に形
成された
　前記（２）に記載のバッテリー。
【０４８６】
　（１８）
　前記所定の機能が前記接続機器の種類を識別する識別機能である
　前記（１）から前記（１７）の何れかに記載のバッテリー。
【０４８７】
　（１９）
　内部にセルが収容された筐体と電極端子に接続される接続端子を有する端子部とを備え
たバッテリーが着脱可能とされ、
　前記バッテリーにおいて、前記筐体には長さ方向が前記接続端子と前記電極端子の接続
方向に一致され所定の機能を有する機能溝が形成され、前記機能溝は長さが異なる複数の
機能部が連続して形成された
　接続機器。
【符号の説明】
【０４８８】
　１…バッテリー、２…筐体、３０…識別溝、３１…第１の識別部、３２…第２の識別部
、３３…コネクター、３５…接続端子、５０…撮像装置（接続機器）、６１…電極端子、
８０…充電器（接続機器）、９５…電極端子、８０Ａ…充電器（接続機器）、８０Ｂ…充
電器（接続機器）、１Ａ…バッテリー、１Ｂ…バッテリー、３３Ａ…コネクター、１Ｃ…
バッテリー、２Ｃ…筐体、１６…給電器、１７…筐体、３４…外部用コネクター、３６…
接続端子、３９…内部用コネクター、４１…接続端子、１００…撮像装置（接続機器）、
５０…アダプター、５１…筐体、７２…識別溝、７３…第１の識別部、７４…第２の識別
部、８９…中継用コネクター、９１…接続端子、９２…接続用コネクター、９４…接続端
子、２００…撮像装置（接続機器）、１０…バッテリー、１７…筐体、２９…コネクター
、３１…接続端子、５０…アダプター、５１…筐体、７６…識別溝、７７…第１の識別部
、７８…第２の識別部、７９…中継用コネクター、８１…接続端子、８２…接続用コネク
ター、８４…接続端子
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